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神戸市教育委員会では、本年度も文化財の保護・啓発・調査事業を

意欲的に進めてまいりました。

埋蔵文化財関係では近年、都市再開発事業や、交通網の整備などの

開発、民間の共同住宅建設の増加に伴う、緊急発掘調査の件数が年々

急増し、それによる新たな遺跡の発見が相次いでいます。このような

状況に対し、今年度は学芸員を2名増員し、教育委員会と財団法人神

戸市スポーツ教育公社が調査を担当するという体制で調査をおこなっ

ております。

また、平成 3年 9月 には、西区糀台西神中央公園内に神戸市埋蔵文

化財センターが開館しました。当センターは、市内出上の埋蔵文化財

の整理・収蔵・展示・調査研究・啓発の拠点として一般公開しており

ます。今後、市民の皆様に広く利用していただければ、幸いに存じます。

本書は、平成元年度に実施した発掘調査の概要を記したもので、市

内で発見された「祖先の遺産」の記録です。市内の遺跡や、その出土

遺物を通じて、神戸の歴史を知っていただければ幸いです。

最後になりましたが、事業の実施にあたり、御協力を賜りました関

係各位に対し、深 く感謝をいたします。

平成 4年 3月

神戸市教育長 福 尾 重 信
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2.本書に掲載した位置図は、神戸市立中学校教育研究会社会科研究部編集 (神戸市スポー

ツ教育公社発行)の 5万分の 1神戸市全図を、また各遺跡の位置図は、神戸市発行2500分

の 1地形図を使用した。

3.本書は、埋蔵文化財発掘調査一覧表に示した各調査担当者が執筆して作成し、谷 正俊

が編集を行った。

4.表紙写真は、本山遺跡出土銅鐸 (表表紙・ A面 )、 (裏表紙・ B面)である。
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1. 普及啓発

事  業

I。 平成元年度事業概要

文化財保護強調月間の催 し

大歳山遺跡公園 (垂水区西舞子 4丁 目)では、11月 1日 から■月 7日 ま

での間、復元竪穴住居の内部の公開とともに、古代人の生活の一部を実際

に体験できるよう、火おこし、脱穀等を行った。

「地下に眠る神戸の遺跡展Ⅶ ―速報展― 」

例年、■月 1日 から30日 までは、市立旧考古館において最近の発掘資料

を広 く市民の方々に知っていただくために、特別展示「地下に眠る神戸の

歴史展」を行っている。 7回 目の展示会 となった今回の展示では、速報展

として、市内で新たに出上した土器や石器を縄文時代から中世までの年代

1贋 にならべ身近にある遺跡に対する理解を深めていただくように展示した。

五色塚古墳展示室「古墳時代の祭祀展」の開催

昭和60年度より五色塚古墳展示室で、市内出上の古墳時代の遺跡・遺物

をテーマにして展示しているが、今回は市内の遺跡から出上した玉類など

の祭祀遺物を集め展示した。

地域活動への参加

市内各地の公民館,学校では、様々な地域・文化活動が行われているが、

各地域の歴史を地元の方々に知っていただくことを目的に、周辺の遺跡の

出土遺物や写真パネルの展示会を開催している。今年度は以下の場所で文

化財展を行った。                   .
(1)西 区玉津南公民館「明石川流域 平安・鎌倉時代の人々の生活展」

明石川流域から発見された平安・鎌倉時代の遺構・遺物を展示し、それ

らから判明した当時の人々の住居 。食生活・墳墓・習慣などを紹介した。

(2河ヒ区長尾町公民館「誰も書かなかった長尾の歴史展」

北区長尾町内から出上した歴史時代の遺物を中心に展示した。

13)西 区県立高塚高校「西区埋蔵文化財展」

県立高塚高校で、西神ニュータウン内出上の資料を中心に西区の遺跡・

遺物を紹介した。

現地説明会の開催

発掘調査の状況や成果を早 く市民の方々に知っていただくために、下記
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のとおり現地説明会を開催し、

番号 遺跡名

1.森北町遺跡

2,本山遺跡

多 くの見学者の参加を得た。

開催年月日

平成元年■月 5日

平成 2年 2月 4日

刊行物

平成元年度の埋蔵文化財関係の刊行物は以下の 8点である。

1.昭和63年度遺跡現地説明会資料     頒価  500円

4.長田神社境内遺跡発掘調査概報     頒価 1,200円

5.楠・荒田町遺跡Ш           頒価  800円

6.郡家遺跡 (御影中町地区第 3次調査概報)頒価 1,200円

2.狩口台遺跡発掘調査報告書

3.舞子・東石ケ谷遺跡Ⅱ

7.住吉宮町遺跡 (第 11次調査)

8.地下に眠る神戸の歴史展 Ⅷ

頒価  300円

頒価  700円

頒価  600円

頒価  100円

2.文 化 財   当市における埋蔵文化財の発掘調査件数は年々増加の傾向にあるが、今

調査事業  年度は55件 (1件 は樹木伐採作業のみ)と なり、前年度比で 6件減少であ

る。ただし、民間調査団の調査件数は28件、前年度比60%増 と著しく増加

している。

また、開発計画の際に提出される遺跡分布調査依頼件数は68件 (前年度

比 4件減 )、 それに基づ く試掘調査件数は220件 (前年度比 6件減)と やや

減少傾向にある。

これらを地域別に見ると、昨年度と同様に旧市街地での試掘調査がほぼ

全体の2/3を 占めているが、中央区での試掘件数の増加が顕著である。

平成元年度埋蔵文化財試掘調査および緊急発掘調査状況

試掘調査件数    緊急発掘調査件数

6

4

5

1

5

2

3

16

13

東灘区   33
灘区    23
中央区   25
兵庫区   16
長田区   12
須磨区   7
垂水区   14
西区    59
引ヒ優至        31

合計
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3.市内遺跡

発掘調査

の概要

縄文時代

弥生時代

また、兵庫県教育委員会および民間の遺跡調査会の行った調査件数は試

掘調査を含めて46件である。

発掘調査原因の事業別件数は民間事業18件、公共事業37件で、公共事業

が約 5割を占める。公共事業のうち、国場整備事業 。道路建設事業等の原

因が多 くをしめている。民間事業の場合は、そのほとんどが市街地におけ

るマンション建設や店舗等の工事が調査原因となっている。

上記の緊急発掘調査に要した経費は、 7億 5千 4百万円であった。

また、保存処理業務によって、遺物の保存処理および遺構の切 り取 り保

存等の作業をさらに押し進めた。

西区印路遺跡では土坑が検出され、埋土中から縄文時代後期の粗製深鉢

が発見された。

兵庫区上沢遺跡では縄文時代晩期～弥生時代前期の自然流路が検出され、

晩期の上器 (長原式)と ともに、弥生時代前期前葉～中葉の上器が発見さ

れた。自然河道の堆積土からの出土 という点で、良好な資料 とはいえない

が、縄文時代晩期と弥生時代前期の上器が共伴する例 として、神戸市域に

おける当該時期の様相を考える上で重要な資料 となった。     ・

兵庫区大開遺跡は、前年度に引き続き調査が行われてきたが、縄文時代

後期～晩期の突帯文土器を伴う自然流路や土坑が確認された。また、弥生

時代前期前葉の環濠集落が検出され、環濠の規模は、東西70m X南北40m

に復元することができる。環濠内外からは、竪穴住居址 5棟、貯蔵穴等の

遺構が確認できた。この遺跡では、弥生時代前期前葉の上器 と縄文時代晩

期の突帯文土器が共伴して出上しており、また、縄文時代の祭祀遺物であ

る石棒が遺構から出土するという2つの文化が接触し、共存している段階

を窺うことができる貴重な資料を提示した。

須磨区戎町遺跡では、弥生時代前期の自然河道 と中期の竪穴住居址、土

器棺墓が確認された。自然流路からは、土器、木製農耕具 (箕,網代,広
鍬,大足)、 獣骨、種子などと共に、円形杭列遺構が 8基検出された。こ

の遺構は全国的にみても例が少なく、その性格は明確でないため、今後に

課題を残している。

東灘区本山遺跡では、弥生時代中期の遺構面から銅鐸が埋納された状態

で発見された。この銅鐸は、組の大半を欠損しているが、現高18。 lcmの 4

区袈裟欅文銅鐸である。銅鐸が発掘調査によって発見されることは、極め

て少なく、その埋納状態を確認できたことは大きな成果であった。なお、

この埋納坑については半載した状態で切 り取 りを行い、現在、神戸市埋蔵

文化財センターに保管・展示している。
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古墳時代

歴史時代

西区大畑遺跡では、洪水砂層から弥生時代後期～庄内期の上器が完形の

状態で多量に発見され、資料が少なかった明石川流域の当該時期の上器様

相に新資料を提出することとなった。

長田区長田神社境内遺跡では、幅40m以上、深さ約 4mに達する自然河

道から、縄文時代晩期～弥生時代後期の上器が発見されているが、特に弥

生時代後期の上器は、昭和61,62年度に行った第 1次調査同様に出土量が

多 く、今後出土遺物の整理がさらに進めば、西摂の弥生時代後期の上器様

相をさらに明らかにできるものとして注目される。

東灘区森北町遺跡では、弥生時代後期～古墳時代後期の集落址が確認さ

れた。特に弥生時代後期～古墳時代中期にかけては遺構・遺物の量や当時

の貴重品である青鋼製品の出上、他地域で作られた土器がかなりの多 く発

見されることなどから、他地域 との交流が盛んに行われていたようであり、

この地域の核 となる拠点集落であつたことが窺える。

北区宅原遺跡 (有井地区)では、古墳時代前期～中期の竪穴住居址が 6

棟確認された。住居址の平面形は、長方形、方形、多角形、隅円方形など

多様で、火災により炭化材が多量に出土するものも検出された。宅原遺跡

では、周辺の調査により、弥生時代～近世の集落遺跡が各地区で確認され

ており、集落立地の変遷を考える資料を提示している。

西区玉津田中遺跡 (平野地区)では、弥生時代～古墳時代後期の竪穴住

居址が多数発見された。圃場整備に伴うトレンチ調査のため、集落址の規

模、棟数などは明確ではないが、段丘上 と沖積地 という立地条件の異なる

ところにほぼ同時期の集落址が確認されており、当時の集落の立地の在 り

方を示した一つの例 といえる。

北区上小名田遺跡は、昭和62年度から調査を継続してきたが、平安時代

中葉から鎌倉時代初頭にかけての遺構・遺物が確認された。特に掘立柱建

物址は34棟以上検出され、その中には、四面廂をもつ大規模な建物址が検

出された。それとともに、緑釉陶器香炉片や石帯などが発見されており、

一般の集落 とは異なった様相を示している。また、土坑などから平安時代

の須恵器・土師器・施釉陶器・黒色土器がまとまって出上し、従来あまり

知られていなかった西摂北部の上器様相が明らかになりつつある。

北区宅原遺跡 (豊浦地区)では、室町～戦国時代の遺構 。遺物が多く発見さ

れた。この時期の遺構・遺物はこれまであまり確認されておらず、貴重な発見

といえる。また近世の竪穴状建物址が確認されたが、これは県下ではじめての

発見である。同様の建物址は、長野県以東ではしばしば検出されるが、関西で

は類例が少なく、この建物のサ
隆格を考えることが今後の課題となっている。
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平成元年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

番

号 事  業  名
名

，名

跡

点地

遺

く
所 在 地 調 査 主 体 調査面積 調 査 期 間 内 容 調 査 担 当 者

1
ニュータウン建 設
事      業 金濡習坐タゥ湘遺跡

西区押部谷町・
樫野台

旬神戸市
スポーツ教育公社

2 400n∵ 元 417～元 731 弥生時代土坑・ 焼土坑
中世 土坑

口野博史
富山直人

2 北神ニュータウン内遺跡 北区長尾町 神戸市教育委員会 2 240nギ 元■010～元 1130 奈良～平安時代土坑
時期不明土坑群

黒田恭正
東喜代秀

3 小 学 校 改 築 工 事 大開遺跡 兵庫区大開通 買協 育公社
神戸市教育委員会

1,590nf 6381～ 元 430 祭垂鷺終曇襟霙警
上坑前田佳久

内藤俊哉

幼 稚 魔改 築 工 事 大石束遺跡 灘区大石東町 神戸市教育委員会 140nf 元 65～元 622 平安～鎌倉時代土坑
近代 溝

和
生

雅
敬

本
部

山
阿

5 道 路 建 設 事 槃 上沢遺跡
長岡区六番町 ,

七番町

働神戸市
スポーツ教育公社
神戸市教育委員会

濯

讃
元 81～元 831
元 31～元 1024

縄文～弥生時代流路
弥生～古墳時代土坑
古墳～中世 溝

口野 富山
西岡 (誠)山 本
佐伯 斎木 阿部

6 長田神社境内遺跡 長田区大塚町 神戸市教育委員会 12n¥ 2 1 17-2 1 23 弥生時代後期流路 佐伯二郎

7 上小名口遺跡 北区八多町
動神戸市
スポーツ教育公社

5 140nf 元 43～元 84
昭和62年度より継統

平安～鎌倉時代集落址 電奮
宏
騒 属峯暑会

8 宅原遺跡 (内垣地区 ) 北区長尾町 540nf 元 81～元 105 古墳時代土坑・ 溝
中世 ピット群

菅本宏明 池田 毅
橋詰清孝

9 出合遺跡 西区平野町 神戸市教育委員会 と,422nザ 元 43～元 107 弥生時代中期 水田・
水路・ 柱穴

黒田恭正
東喜代秀

10 自歩 道 設 置 事 業 下二郎遺跡 北区有野町 綿属害需
育委員会

スポーツ教育公社

ポ
言

元 426～元 510
元 84～元 828 素籍課 幸儀

脚
推
毅

本
部
田

山
阿
池

上小名田遺跡 北区八多町
動神戸市
スポーツ教育公社

1201n2 元 94～元 920 中世～近世遺構・ 遺物 池田 毅

12 大畑遺跡 西区平野町 神戸市教育委員会 300コΥ 元 66～元 89 弥生時代後期 遺物
中世溝・土坑・ ピット

束喜代秀

13 上上津遺跡 北区長尾町 901n2 元 1023～ 元 112 埋蔵文化財なし

14 都 市 再 開発 事 業 長田神社境内遺跡 長田区大塚町 2 700nf 元 64～2210 弥生時代後期住居 4L

古代～中世遺構
西岡誠司 佐伯二郎
橋詰清孝

垂水・ 日向遺跡 垂水区日向 100n∵ 元 424～元 428 中世遺物包含層 斎木 巖

住宅街区整備事業 狩口台遺跡 垂水区狩口台
動神戸市スポーツ
教育公社

1,185nf
元 41～元 413
元 88～元 102

弥生時代後期住居址・

土坑・ 溝・ ピット
菅本宏明 松林宏典
谷 正俊 浅谷誠吾

市民病院建設事業 三番町遺跡 長田区一番町 神戸市教育委員会 1,200コド 元 710～元 8」 古墳時代～中世 遺物
包含層 自然流路

丸山 潔
松林宏典

墓 園 建 設 事 業 鍋谷池遺跡 西区平野町 3 550nY 元 410～元 76
元 817～元 825

弥 生 時代 土坑・ ピッ
ト・地山整形違構

下 水 幹 線 用 縦 坑 上津遺跡 北区長尾町 60珀ギ 元 925～元 104 中世水田遺傭 山口英正

庁 舎 建 設 事 業 楠・荒田町遺跡 中央区橘通
貯神戸市
スポーツ教育公社

1,900nf 元 918～元 1216 古墳時代前期土坑
平安～鎌倉時代溝

菅本宏明 池田 毅
橋詰清孝

市営住宅建設事業 二番町遺跡 長田区二番町 90ni 元 712～元 84 古墳後期流路・土坑・

溝・ピット
谷 正俊
浅谷誠吾

区民センター建設
事      業

住吉宮町遺跡 東灘区住吉宮町 165nf 元 1218～ 2316 古墳時代住居址・古墳
奈良～平安時代建物址

橋詰清孝

公 会 堂 建 設 事 業 中大沢遺跡 北区大沢町 神戸市教育委員会 50142 元 410～元 413 鎌倉～室町時代遺物
包含層

山本雅和

ローガウェイ建設事業 滝山城址 中央区神戸港地方 100nΥ 元 530～元 63 中世 ビット・ 土坑 須藤 宏

圃 場 整 備 事 業
(文 化 庁 補 助 )

神出遺跡 西区神出町
側卒申戸市
スポーツ教育公社

2.320nf 携萌‐８．元

一ん
一匹
一九

平安～鎌倉時代建物址
ビット・ 窯状遺構 。上坑

谷 正俊
浅谷誠吾
富山直人

圃 場 整 備 事 業
(文 化 庁 補 助 )

(農 政 補 助 )

養田遺跡 西区押部谷町 神戸市教育委員会 81nf 元 45～元 413
平安～鎌倉時代 溝
ピット
中世遺物包含層

佐伯二郎
橋詰清孝

27 栃木遺跡 西区櫨谷町 糊 育公社
神戸市教育委員会

苦

謂

讃

５

元

■

一万

”
ヮ

８”
２７

”２

一九
一万
２

馨饗韓 安時代追構
試掘調査

斎木 巖
谷 工俊 浅谷誠吾
丸山 潔

長谷遺跡 綿扁喜需
育委員会

スポーツ教育公社

1701n2
1,040nf

元 426～元 428
元 94～元 1017
元 1216～ 226

試掘調査
弥生時代土坑・ピット
中世 ピット・ 溝

富山直人
菅本宏明 口野博史
富山直人 内藤俊哉

栄遺跡 西区押部谷町
側神戸市
スポーツ教育公社

200nヤ
1 280mギ

元 58～元 510
元 67～元 69
元 104～元 1125

試掘調査

課墾電豊町時代遺構
谷 F14 浅谷誠吾
斎木 巖
谷 正俊 浅谷誠吾

印路遺跡 西区平野町
神戸市教育委員会
け神戸市
スポーツ教育公社

248nぜ
890nギ

試掘調査
弥生～古墳時代水田址
縄文後期土坑 。溝

佐伯二郎 橋詰清孝
池田 毅

玉津田中遺跡 (平野地区)

動神戸市
スポーツ教育公社
神戸市教育委員会

140nf
l,380nf

500nf

元 425～元 428
元 1017～ 元 1227
2117～ 2316

試掘調査
弥生～鎌倉時代住居址
土九・ 溝・ ビット

谷 正俊
口野博史 富山直人
山口英正
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平成元年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

番

号 事  業  名
名

ナ名

跡

点地

遺

ぐ 所 在 地 調 査 主 体 調査面積 調 査 期 間 内 容 調 査 担 当 者

32 和田遺跡 西区押部谷町 旬神戸市
スポーツ教育公社

∬
鷲

元 58～元 516
元 1216～ 2131

試掘調査
奈良～鎌倉時代土坑・
溝・と′卜・流路

東喜代秀 橋詰清孝
谷 正俊 浅谷誠吾

木見遺跡 88nf 元 425～元 427 試掘調査
埋蔵文化財なし

東喜代秀
橋詰清孝

雫醐 評普晟)

宅原・上津条里遺構
北区長尾町 神戸市教育委員会

3,240nギ

1,080nf
330nf

元 417～元 109
元 107～元 1031
元 98～元 1019

古墳～近世 住居址・
建物址・ 土坑 。大溝・
木棺墓・ ピット

安田 滋
斎木 巖

神田遺跡 北区淡河町 動神戸市
スポーツ教育公社

80nギ 元 1215～ 元 1216 試掘調査
埋蔵文化財なし 谷 正俊

聯 輩照ミ 淡河中村遺跡 40珀ギ 元 1218～ 元 1220 奎民学曾漂物
址・

智花〒謡薪 郡家遺跡 (篠ノ坪地区 ) 東灘区御影町 神戸市教育委員会 10珀∵ 元 717～元 718 弥生～古墳時代流路 須藤 宏

楠・ 荒田町遺跡 中央区楠町 1701n7 元 411～元 428 弥生時代上坑・ ピット
中世堀状遺構 鰯襦誠聯 Я

篠原遺跡 灘区篠原中町 871nf 元 510～元 527 縄文～ 中世遺物包含層
丹治康明
須藤 宏

愚島ど斧壕轟婦如意寺遺跡 西区櫨谷町 51nゼ 元 518～元 63 試掘調査
下層基壇確認

東喜代秀
橋詰清孝

絆屍甲驀講 八多中遺跡 北区八多町 208コギ 2 1 26-2 3 9 試掘調査
平安～鎌倉時代柱穴

西岡巧次
黒田恭正

共同住宅建設工事 滝ノ奥遺跡 灘区高羽字滝ノ奥
2319～ 2331
次年度調査継続 樹木の伐採作業 黒田恭正

森北町遺跡 東灘区森北町 1 3001ri
元 44～元 515
元 626～元 1126 染鴛岳真環雷

代集落址 明
宏

康治
藤

丹
須

五色塚古墳 垂水区五色山 40nギ 元 417～元 420 試掘調査
調査区域は保存

山本雅和

郡家遺跡 (大蔵地区) 東灘区御影町 80コヤ 元 515～元 531 弥生時代流路
平安時代土坑・ ピット

山本雅和
阿部敬生

日暮遺跡 中央区筒井町 530m2 元 911～元 111 奈良時代～中世 溝
6,7世紀の建物址

丸山 潔
松林宏典

熊内遺跡 中央区熊内橋通 172nf 2 2 20-2 3 2 蛮箋暫機
後期住居址

魚崎中町遺跡 東灘区魚崎中町 250na2 元 66～元 622 平安時代建物址
弥生～中世遺物包含層

丹治康明
須藤 宏

西求女塚古墳 灘区都通 110nf 元 1127～ 元 1213 古墳周隆 ?
中世遺物包含層

須藤 宏

宅 地 造 成 工 事
保存のための試掘

西脇山遺跡 北区山日町 200n∵ 元 629～元 712 平安～鎌倉時代礎石
ピット

山本雅和
阿部敬生

51 農 協 新 築 工 事 宅原遺跡 (有井地区) 北区長尾町 830nギ 元 116～2118 古墳時代住居址・ 流路
安田 滋
斎木 麟

テナ ントビル建 設 戎町遺跡 (第 4次調査 ) 須磨区戎町 300コギ 元 111～ 2312 縄文～弥生時代 自然流
路・ 住居址・ 土器棺墓

山本雅和
阿部敬生

店舗 兼 マンション
建      設

戎町遺跡 (第 5次調査 ) 130n∵
2 3 13-2 3 31
次年度調査継統

弥生時代中期ピット
古墳時代前期ピット

54 会社ビル建設工事 本山遺跡 東灘区本山南町 1,5201n7 元 1113-2331 弥生時代 自然流路
銅鐸埋納坑

丹治康明
須藤 宏

変電所建物・ 鉄塔
増  設  工  事

吉田南遺跡 西区森友 135nf 元 718～元 89
奄碁唐

鎌倉時代遺物 山本雅和
阿部敬生

古 墳 移 築 天王山 5号墳 西区北別府

県営住宅建設事業 深江北町遺跡 東灘区深江北町 兵庫県教育委員会 1,572nギ 元 720～元 1013
弥生時代後期 土坑・
掘立柱建物址・ 溝
中世～近世 耕作痕

治
淳
光

賢
　
昭

上
田
斐

村
藤
甲

土地区画整理事業 玉津劇中遺跡 西区玉津町 10 6491n2 元 87～2320 弥生時代中期住居址
水田址・ 溝

大平 茂 。菱田厚子
中川 渉・ 篠宮 正
多賀茂治

国 道 拡 幅 事 業 玉津田中遺跡 500nギ 2 1 164-2 1 17 ピット 大平 茂

看護大学建設事業 吉田南遺跡 1,444m2 元 74～元 731
2118-2320 溝・ピット 遷是響雰

・岡崎正雄

河 川 改 修 事 業 西河原遺跡 527ni 元 126～元 1214 遺物包含層 渡辺 昇・ 久保弘幸

農 地 造 成 確笠摯
・印脇鞘

西区平野町 450コイ 2 2 6^ヤ 2 3 25 古墳時代後期古墳
弥生時代中期台上墓

ガWI良太・ 村上泰樹
村上賢治・ 藤劇 淳

河 川 改 修 事 業 宝冠遺跡 北区長尾 ml 45nf 元 1127～ 元 1129 ピット 渡辺 昇
久保弘華

山陽自動車道建設 NQ61地 点 北区淡河町 108nf 2 2 22-2 2 27 埋蔵文化財なし
朗
弘

史下
村

山
中

一
嘉
治

章

一
茂

田
瀬
賀

岡
高
多
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平成元年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別 )

番
号 事  業  名

名

＞名

跡
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遺
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山陽自動車道建設 No63地点 北区淡河町 兵庫県教育委員会 12nぜ 2228～ 2228 埋蔵文化財なし
一
嘉
治

章

一
茂

田
瀬
賀

岡
高
多

山下史期
中村 弘

No64地点 401nt 2 2 28-2 3 6 埋蔵文化財なし

奥遺跡 No67地 点 80n∵ 2 2 20-2 2 22 中世 ピット・ 溝

NQ77地点 52nf 2314-2316 埋蔵文化財なし

No78地点 8m2 2 3 147-2 3 14 埋蔵文化財なし

NQ80地点 8n∵ 2 3 14^ヤ 2 3 14 埋蔵文化財なし

71 ココノ木城址No94地点 北区八多瑚 540n∵ 2 3 14-2 3 23 中世 山城址?

NQ98地点 16m2 2313-2313 埋蔵文化財なし

清水廻 り遺ONQ106地 点 641nB 2 3 13-‐ 2 3 13 中世  ピット・ 上坑

八多中遺跡 Nol10地点 264nf 2226～ 239 古墳～中世 集落址

市街地再開発事業 雲井遺跡 中央区雲井通 雲井遺跡調査団 947n∵
2 2 13-2 3 31
次年度継続

銅董第響獣
生時代前

古墳時代流路
阿部嗣治

市営住宅建設事業 都賀遺跡 灘区神前町 妙見山麓遺跡調査会 410nゼ 元 615～元 1031
弥生時代方形周溝墓
弥生～古墳時代住居址
奈良～鎌倉時代建物址

徳原多喜雄

77 住宅街区整備事業 狩口台遺跡 垂水区狩口台 3,500nf 元 92 -2531 弥生時代住居址
建物址 真野 修

市街地再開発事業 垂水 。日向遺跡
垂 水 区 天 ノ下
町 。神田町

妙見山麓遺跡調査会 516nf
2110-2331
次年度継続

中世ピット・ 土坑
近世耕作痕

神崎 勝

道 路 拡 幅 事 業 野田遺跡 垂水区野田通 野田遺跡調査団 440nf 2 1 18-2 2 8 鎌倉 時代土坑墓・ ピッ
ト・ 建物址 阿部嗣治

郡家遺跡 (城ノ前地区) 東灘区御影町 郡家遺跡調査団 3,200nf
2 1 17-2 5 11
次年度継続

中世石組暗渠 高山正久

道 路 建 設 事 業 上小名田遺跡 北区八多町
上小名田遺跡調査
委員会

880nf 元 41 ～元 420
先年度継続

柵跡・ 粘土採掘坑・ 近
世水田址 藤井利章

画 場 整 備 事 業 神出遺跡 西区神出町 妙見山麓遺跡調査会 2,028nヤ 元 417～元 1019 平安時代溝・ 粘土採掘
坑・ 建物址・ 上器溜

神崎 勝

長谷遺跡 西区櫨谷町
神戸女子大学遺跡
調査会

323れギ
2 3 5-2 3 31
次年度継続

古墳時代流路・杭列 藤井利章

下上津遺跡 北区長尾町 妙見山麓遺跡調査会 3,730n12
元 111～257
次年度継続

中世溝 。条里畦畔遺構 徳原多喜雄

淡河中村遺跡 中村遺跡調査団 6,413コ f 元 1020～ 2221
次年度継続

平安～鎌倉時代建物址
溝 。上坑

村尾政人

事 務 所 建 設 工 事 本山遺跡 東灘区本山中町 本山遺跡調査団 1 700nf
元 116～249
次年度継続

古猿～平安時代土坑・
溝・ 柱穴

吉川義彦

レジャー施設建設 居住遺跡 西区玉津町 居住遺跡調査団 1 162nΥ 元 810～2116 中世畦畔・ 溝
平安～鎌倉時代溝

阿部綱治

教 会・ 共 同住 宅
建 設 工 事

郡家遺跡 (御影中町地区) 東灘区御影中町 735n∵ 元 61～元 1130
古墳時代酸 伏遺構・ 柱
穴・ 建物址・ 溝
平安時代土坑墓

藤井直正

共同住宅建設工事 乙木遺跡 垂水区乙木町 1,430n∵ 元 620～元 819 偶蹄類足跡・ ピット・ 溝 真野 修

赤松町追跡 灘区赤松町 赤松町遺跡調査団 600nギ 元 81～元 1014 弥生～古墳時代土坑・

中 。近世耕作痕 溝
村尾政人

岡本北遺跡 東灘区岡本 六甲山麓遺跡調査会 997nゼ
元 81～元 1127
先年度継続

弥生～古墳時代建物址
中世土坑ピット 橋本 久

森北町遺跡 東灘区森北町
大手前女子大学内
森北町遺跡調査会

800nギ 元 317～元 731
古墳時代土坑・ 住居址
平安～鎌倉時代集落址
室町時代井戸

川口宏海

森北町遺跡 140nf 元 98 ～元 1024 古墳時代土器溜
中・ 近世溝

本山遺跡 東灘区本山中町 妙見山麓遺跡調査会 600ri 2116～ 2125 鎌倉時代溝・土坑
近世～近代耕作痕 神崎 勝

舞子東石ケ谷遺跡 垂水区舞子坂
神戸女子大学舞子
東石ケ谷遺跡調査会

830コイ 元 ■21～ 2127 土坑・ 溝・いか 藤井利章

灘桜口遺跡 灘区桜 口町 妙見山麓遺跡調査会 5601112
2 1 14-2 4 18
次年度継続

古墳時代溝
鎌倉時代柱穴・ 土坑

神崎 勝

旧舞子病院内遺跡 垂水区五色山 1,410nf
631120～ 元 519
先年度継続

中 。近世の墓址群 真野 修

神楽遺跡 長田区神楽町 妙見山麓遺跡調査会 400nf 元 31～元 412
先年度継続

古墳時代溝・ ピット
中世ピット

神崎 勝
徳原多喜雄

徳井町遺跡 灘区徳井町 400nf 元 316～元 516
先年度継続

平安～鎌倉時代建物址
木棺墓

徳原多喜雄

東川崎町遺跡 中央区東川崎町 東ナ|‖奇町遺跡調査会 2,150nギ 元 812～元 95 近世遺物包含層
近代下水道施設 片岡 修

東川崎町遺跡 3 050nギ 元 822～元 920 近世耕作違構 田代克己

駐 車 場 他 建 設 東川崎町遺跡調査会 2.800nギ 元 619～元 85 近代下水道施設 片岡 修
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平成元年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (本書掲載分 )

番 号 遺 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査面積

1 神出遺跡 西区神出町東
働神戸市
スポーツ教育公社

2,320m2

和田遺跡 西区押部谷町和田 〃 210m2

3 栄遺跡 西区押部谷町栄 〃 1,280m2

養田遺跡 西区押部谷町養田 神戸市教育委員会 81nギ

鍋谷池遺跡 西区平野町黒田 〃 3,550m2

大畑遺跡 西区平野町大畑 〃 300nギ

7 玉津田中遺跡 (平野地区) 西区平野町下村・福中
働神戸市
スポーツ教育公社
神戸市教育委員会

1,380nギ

500m2

印路遺跡 西区平野町印路 。中津
働神戸市
スポーツ教育公社

890nギ

9 出合遺跡 西区平野町中津 神戸市教育委員会 1,422m2

西神65地点遺跡 西区樫野台 1丁 目
働神戸市スポーツ
教育公社

1,200nギ

長谷遺跡 西区櫨谷町長谷 〃 1,040m2

栃木遺跡 西区櫨谷町栃木 〃 300m2

狩口台遺跡 垂水区狩口台6・ 7丁 目 〃 1,185m2

五色塚古墳 垂水区五色山 3丁目 神戸市教育委員会 40nギ

戎町遺跡 (第 4次調査 ) 須磨区戎町 3丁目 〃 300nY

16 戎町遺跡 (第 5次調査 ) 須磨区戎町 2丁目 〃 130m2

17 長田神社境内遺跡 長田区大塚町 1丁 目 〃 2,700m2

二番町遺跡 長田区二番町 3丁目
動神戸市
スポーツ教育公社

90nギ

上沢遺跡
長田区 6番町 1丁目

7番町 1丁目

動神戸市
スポーツ教育公社
神戸市教育委員会

290nギ

817m2
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備 考

元 .4.5～元 .4.20

元 .5.15～元 .7.■

元。10.18～ 元 .10.31

俊
人
吾

正
直
誠

山
谷

谷
富
浅

範囲確認調査
平安～鎌倉時代 掘立柱建物址・土坑・溝
ピット・窯状遺構

ん .12.16-2.1.31
俊
吾

正
誠谷

谷
浅

奈良時代 土坑・溝
平安～鎌倉時代 自然流路 。ピット

死 .5.8-死 .5.10

元 。10.4～元 .11.25
〃

古墳時代 土坑・浦 。自然流路
平安～室町時代 土坑・溝・掘立柱建物址

死 .4.5ハVフE4.13
郎
孝

二
清

伯
詰

佐
橋

中世遺物包含層
平安～鎌倉時代 溝・ ピット

元.4.10～元 .7.6

元.8.17～元 .8.25

潔
典宏

山
林

丸
松 弥生時代 土坑・ ピット・地山整形遺構

元 .6.6～元 .8.9 東 喜代秀
弥生時代の洪水砂から多量の上器が出土

中世の清 。土坑・ ピット

元。10.17～ 元 .12.27
2.1.17-2.3.16

史
人
正

博
直
英

野
山
口

口
富
山

弥生時代後期 竪穴住居址 。土坑
古墳時代 竪穴住居址・ 溝
平安～鎌倉時代 ピット・溝

プE.10.16ハV2.1.12 池田  毅
縄文時代後期 土坑
弥生～古墳時代 水田址
古墳時代 溝

元 .4.3～元 .10.7
黒田 恭正
東 喜代秀

弥生時代中期 水田・水路・柱穴

元 。7.7～元 .7.31
史
人

博
直

野
山

口
富 弥生時代 土坑・焼土坑・地山整形遺構

死 .9.4ハVテこ。10。 17

元.12.16～2.2.6
菅本・ 口野
富山 。内藤

弥生時代 土坑・ ピット
中世 ピット・溝

元 .■ .27～元 .12.15
ぬ保
工
口

正
誠谷

谷
浅

古墳時代後期 土坑・ ピット
平安時代 焼土坑・溝・ ピット

元 .4.1～元 。4.13
元 .8.8～元 。10.2

菅本・谷
松林・浅谷

弥生時代 竪穴住居址 。上坑・溝・ ピット

元 .4.17～元 .4.20 山本 雅和 周溝の肩部 。埴輪片

元 .■ .1～2.3.12
和
生

雅
敬酪

同
縄文時代晩期～弥生時代前期の自然流路
弥生時代中期 竪穴住居址・土器棺墓

2.3.13ハヤ2.3.31 〃
弥生時代中期 落ち込み・ ピット
庄内期～布留期 落ち込み・ ピット

2年度へ

継続調査

死 .6.4ハ∀2.2.10
司
郎
孝

誠
二
清

岡
伯
詰

西
佐
緒

弥生時代後期 竪穴住居址
古代末期～中世初頭 水田址
中世 掘立柱建物址・井戸

63年度～
継続調査

元 .7.12～元 .8.4
れ際
五
口

正
誠谷

谷
浅

古墳時代後期 自然流路・ ピット・土坑・

溝

元 .8.1～元 .8.31

元。3.1～元 .10.24

口野・ 富 山
西 岡・ 山本
佐 伯・ 斎 木
阿部

縄文時代晩期～弥生時代前期 自然流路
弥生時代後期～古墳時代後期 土坑
古墳時代～中世 ピット・溝
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平成元年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (本書掲載分 )

番  号 遺  跡  名 所 在 地 調 査 主 体 調査面積

大開遺跡 兵庫区大開通 4丁 目 神戸市教育委員会 1,590m2

楠・荒田町遺跡 中央区橘通 3丁目
動神戸市
スポーツ教育公社

1,900m2

熊内遺跡 中央区熊内橋通 6丁目 神戸市教育委員会 172m2

日暮遺跡 中央区筒井町 3丁目 〃 530■ギ

西求女塚古墳 灘区都通 3丁目 〃 110m2

郡家遺跡 (大蔵地区) 東灘区御影町郡家字大蔵 〃 80nぱ

住吉宮町遺跡 東灘区住吉東町 5丁目
働神戸市
スポーツ教育公社

165nギ

魚崎中町遺跡 東灘区魚崎中町 1丁目 神戸市教育委員会 250m2

本山遺跡 東灘区本山南町 8丁目 〃 1,5201n2

森北町遺跡 東灘区森北町 4丁目 〃 1,3001n2

淡河中村遺跡 北区淡河町淡河
動神戸市
スポーツ教育公社

40nギ

宅原遺跡 (有井地区) 北区長尾町宅原 神戸市教育委員会 830nY

宅原遺跡 (豊浦地区) 北区長尾町宅原 〃 3,240m2

下上津遺跡 (神子田地区)

宅原・上津条里遺構
北区長尾町宅原 。上津 〃

1,080nギ

330コY
60m2

宅原遺跡 (内垣地区) 北区長尾町宅原
働神戸市
スポーツ教育公社

540nギ

北ネ申ニュータウン内遺跡
(宅原 。上天神地区)

北区長尾町宅原 神戸市教育委員会 2,000m2

上小名田遺跡 北区八多町上小名田
動神戸市
スポーツ教育公社

5,140nギ

下二郎遺跡 北区有野町二郎
神戸市教育委員会
働神戸市
スポーツ教育公社

130m2
150nギ
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備 考

63.8.1～元 .4.30
久
哉

佳
俊

田
藤

前
内

縄文時代晩期 土坑 。自然流路
弥生時代前期 環濠集落

63年度～

継続調査

死.9.18-ラ已。12.16
菅本 宏明
池田  毅
橋詰 清孝

古墳時代前期 土坑
平安時代後期～鎌倉時代 溝

2.2.20-2.3.2 潔
典宏

山
林

丸
松 弥生時代後期 竪穴住居址・土坑・ ピット

元 .9.H～元 .11.1 〃
奈良時代～中世 ピット・溝
6～ 7世紀掘立柱建物址,近世 井戸

几 .11.27^Vテ 已.12.13 須藤  宏 古墳周隆 ? 中世 遺物包含層

元 .5.15～元 .5.31
和
生

雅
敬

本
部

山
阿

弥生時代中期末～後期後半 自然流路
平安時代前期 土坑・ ピット

フE.12.18′ Vヽ2.3.16 橋詰 清孝
古墳時代後期 古墳・竪穴住居址・掘立柱建物址
奈良～平安時代後期 掘立柱建物址

フE.6.6^ヤ フE.6.22
丹治 康明
須藤  宏

弥生時代～中世 遺物包含層
11世紀 掘立柱建物址

ブこ.11.13ハV2.3.31 〃 弥生時代 自然流路 。土器群・銅鐸埋納坑
2.2.4

現地説明会

元 .4.4～元 .5,15

フE.6.26ハ∀テ已.11.26
〃

弥生時代～古墳時代中期 集落址・流路
飛鳥時代 水田

元 .11.5

現地説明会

7E。 12.18-テ已.12.20 谷  正俊 奈良時代 掘立柱建物址・土坑・ ピット

アE.11.6-2.1.18 滋
巌

田
木

安
斎

古墳時代前期～中期 竪穴住居址
古墳時代前期～中期 自然流路

元 .4.17～元 .10.31 〃

古墳時代中期 竪穴住居址
奈良時代～鎌倉時代 大溝・木棺墓
近世 竪穴状建物址

元 .9.8～元 .10.19

アE.9.25-テ已.10.4

安田  滋
斎木  巌
山口 英正

平安時代末～鎌倉時代 土坑・清・ ピット
中世 条里水田・溝 。畦畔
〃

死 .8.1-フE 10.5
明
毅
≧

宏
　
渚

本
田
詰

菅
池
椿

中世 ピット群
古墳時代 土坑・清

フE.10.10ハ∀テ已.11.30
黒田 恭正
東 喜代秀

奈良時代～平安時代 土坑
時期不明 土坑

死 .4.3へづ嘔.8.4
菅本・富山
池田・橋詰

平安時代中葉～鎌倉時代初頭の集落址
62年度～

継続調査

ブこ.4.26ハヤラ已.5.10
死 .8.4ハ彰ラ已.8.28

和
生
毅

雅
敬

本
部
田

山
阿
池

弥生時代後期～中世 遺物
古墳時代後期 ピット・土坑墓

― ■ ―
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1.神出遺跡

Ⅱ。平成元年度 の発掘調査

1.神 出遺跡

1.は じめに   神戸市西区神出町一帯は、昭和56年より土地改良事業に伴う発掘調査に

よって、継続的に調査が行われ、窯址、粘土採掘坑、柱穴群、土坑、溝、

墓址等多 くの遺構や遺物が確認されている。今回の発掘調査対象地は工事

区分では東 7工区 (約 15ha)に あたり、神出中学校の南側から中ノ池の

北側に位置する。

神出古窯址群は、印南野台地東端にある雄岡山、雌岡山という標高200

m台 の独立丘を中心とした洪積世高位段丘に立地する。周辺では先土器時

代～弥生時代にかけての石器が採集されているが、当時の集落址等は確認

されていない。また、段丘縁辺部には後期古墳が点在している。

千
孝

i｀ 、

r

勝』」
fも 1 調査地位置図 S=1:3000
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2.調査の概要  約15haの工事施工区域内で、掘削によって遺跡の破壊が免れない排水

路 とパイプライン部分約3800m2について、約1720m2を財団法人神戸市スポ

ーツ教育公社が調査を実施 した。

調査は平成元年 5月 15日 ～ 7月 ■日、平成元年10月 18日 ～10月 31日 の 2

回に分けて実施した。

調査区については排水路、パイプラインの施工部分を第 1～ 10ト レンチ

に区分した。

第 1トレンチ  調査区の西端に位置する幅約2.5m、 長さ約67mの トレンチである。ピ

ット、土坑、溝が トレンチのほぼ全域で多数確認された。

基本層序   現地表面は耕作土層が厚さ約0.2～0.3m堆積し、以下には、黄灰褐色細

砂層 (床上)、 淡灰褐色細砂層、暗灰色細砂層 (遺物包含層)、 黄褐色シル ト

混じり細砂層 (地山、遺構検出面)が堆積する。現地表面から遺構検出面ま

での深さは、約0.5～0,7mと なる。

主な遣構   第 1ト レンチでは、柱穴が並ぶ部分について一部拡張を行った結果、 3

棟の掘立柱建物址が確認された。

S B01    東西方向 4間、南北方向 4間以上の規模をもつ掘立柱建物址である。柱

間距離は、約1.9m～ 2.7mである。柱掘形の大 きさは0.4～0.5mの ものが

多いが、西端 と南端のものは、0.2m程度であり、庇の柱の可能性がある。

S B02    東西方向 3間、南北方向 2間以上の規模をもつ掘立柱建物址である。柱

間距離は、約2.lm～2.4mで ある。

S B03    東西方向 6間、南北方向 3間以上の規模をもつ掘立柱建物址である。柱

間距離は、約1,7m～2.2mで ある。

ng。 2 第 1ト レンチ S B01・ 02・ 03平面図
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1.神出遺跡

fig.3

第 1ト レンチ平面図
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S D03    幅約1.3m、 検出長約 5m、 深さ約 0。 lmの清である。清内には灰色シル

ト層が堆積している。底面から遊離した状態で須恵器、土師器が多 く出土

した。

S D04    幅が南端では2.3m、 北端では 7mヒ Y字状に広が り、北東部は深 く落

ち込む部分がある。上層には灰褐魚極細砂、下層には暗灰褐色細砂混じり

シル トが堆積し、深 く落ち込む部分には暗灰色シル トが堆積 している。遺

物は上、下層ともに大量に出上しているが、落ち込む部分からの出土は少

量であった。出土遺物は須恵器、土師器、青 。白磁、瓦等であるが、出土

量は多いにもかかわらず、他の破片と接合が困難なものが大半を占めた。

第2ト レンチ  第 1ト レンチとほぼ直交する幅約 2m、 長さ約120mの現用の水路に沿

った調査区である。第 1ト レンチと交わる地点から北側は遺物包含層およ

びピット3基、溝 2条が確認されたのみであった。また南端部でピット、

溝が検出された。ピットの中には柱痕を残すものもあったが、掘立柱建物

址 としての柱穴のまとまりは確認できなかった。

}

|

f竜 4 第 2ト レンチ南半 (北から)
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第 3トレンチ

第 4トレンテ

fig.6

第 4ト レンチ平面図

主な遺構

S B01

1.神出遺跡

第 2ト レンチとほぼ直交する幅約 lm、 長さ約50mの調査区である。こ

こでは一部で遺物包含層がみとめられたが、 トレンチの設定された部分が

尾根筋にあたり、後世の開墾によって原地形が改変を受け、遺構は確認さ

れなかった。

第 3ト レンチと同一方向に里道を挟んで延びる幅約2.5m、 長さ約80m

の調査区である。 トレンチ内からはピット、土坑、溝が中央やや西寄 りで

集中して確認された。

東西方向 4間、南北

方向 7間の掘立柱建物

址で、今回の調査でも

っとも大規模な建物で

ある。柱間距離は、約

1.4m～3.2mと 不揃い

である。また、この ト

レンチは遺構面の遺存

度が悪 く、柱穴の掘形

の深さは約0.2～0.3m

程度である。

fig 7

第 4ト レンチ S B01平面図
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S D01    検出幅約 1.2m、 検出長約24

m、 深 さ0.lmの浅い溝である。

溝内は灰色細砂層が堆積してい

る。底面および堆積土より須恵

器、土師器が出土した。

第 5ト レンチ  後述の第 6ト レンチの北端で

鉤形に東へのびる幅約 3m、 長

さ約53mの トレンチで、西半分

では遺構の密度は疎であり、小

さなピットが確認されただけで

ある。東半では、近世以降の暗

渠によって大きく撹乱をうけて

いたが、溝、ピットが多 く検出

された。

S D02    検出幅約2.2～ 2.6m、 検出長

約2.4m、 深 さ約0.2～ 0.3mの

溝である。清は流れを何度か変

えたらしく、島状に高 くなった

部分が残されている。溝内には

黄灰～灰褐色極細砂 (細砂)層が

堆積 している。北西端で須恵器、

瓦が底面からやや遊離した状態

で出上した。

ng 8 第5ト レンチ全景 (西から)

f咆 9 第5ト レンチ平面図
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1.神出遺跡

第 Gト レンチ  第 5ト レンチの西端で南北に折れる幅約 3m、 長さ約100mの調査坑で

ある。 トレンチ内からは、掘立柱建物址 1棟、窯状遺構 1基、土坑、ピッ

ト、濤状遺構多数を検出した。

S B01    トレンチ中央やや北よりに位置する梁行 2間、桁行 4間、南北棟総柱の

掘立柱建物址で、柱間距離は、梁行が2.3～2.6m、 桁行が2.2～2.5mで あ

る。柱穴埋土内からは、須恵器の婉等が出上した。

S K03    第 6ト レンチが第 4ト レンチと交差するやや南側で、土坑 S K03を 検出

した。 これは、長径約0.6m、 短径約0.4m、 深さ約 0。 lmの精円形の上坑

で、溝 S D01と 東端が重複している。中からは須恵器の瓦、邪、鉢等の破

片が折 り重なって出上した。しかし、これら破片相互の接合はほとんど不

可能で、別の場所で破片となった土器を一時に投棄したものと考えられる。

S D02    溝 S D01の南側にあり、 トレンチを斜めに横断する幅0.8～0.5m、 検出

長約 5m、 深さ0.05～ 0.lm、 北西から南東にかけて流れる浅い溝である。

南東端で、須恵器、土師器不、瓦等が溝の底面に接して出上した。

0             5m

第 6ト レンチ S B01平面図

ng 10 第6ト レンチ全景 (南から)
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1.神出遺跡

トレンチ北端部で、窯状の遺構が 1基確認された。窯体は北から南へ緩

やかに下る斜面の等高線に直交して築かれている。検出長約1.lm、 最大

幅約60cmで、南側が溝 S D15に よって削られ、消失している。斜面上方に

は逆 L字状の溝を巡 らしている。これは、斜面上方から流れてくる雨水等

が直接窯体に当たらないようにする施設であろうと推定される。

セ3乱 鼈~碇
誠

型

１
４

憔

十

Ｉ

Ｔ

Ｉ

fig.13

第 6ト レンチ

窯状遺構

土器出土状況図・

平面図・断面図

・　
権
６
Ｑ
Ｏ
劇
ｒ

-27-



また窯体の構造は黄灰色極細砂層の地山を掘 り窪め、掘形側面に粘土

を貼 りつけて一段盛 り上げ、その部分から側壁を立ち上がらせている。溝

S D15に よって削平を受けた部分の断面を観察したが、床面に粘土を貼っ

た痕跡は認められなかった。底面には0.3× 0.4mの平瓦を凸面を表にして

並べている。

奥壁部分の残存高は窯体底面から約0.15m、 最大残存高は約0.25mであ

る。窯体内部は赤色あるいは赤褐色に焼け、奥壁部分がもっとも強 く被熱

していた。また堆積上には窯体の崩落した粘土 と共に炭が多 く包含してい

た。床面の傾斜角度は約 8度である。

この窯は南側が溝 S D15に よって削られているが、傾斜角度からみて、

それほど南側に延びない小規模な窯であろう。付近からは灰原は確認され

ず、床面から土器はほとんど出上しなかった。しかし斜面上方の溝の堆積

土からは、焼けた粘上、瓦とともに完形に近い土師器不、皿等を多 く確認

した。これらの遺物がこの窯によって焼かれた可能
!Lは強 く、この窯が上

師器の不、皿等の小型製品を焼成する窯 と考えられるが詳細は明確でない。

なお、窯の周辺および斜面上方の逆 L字状の溝内からは、土師質の小壼

や鉄製の紡錘車が出上した。

この窯址については、現地に保存することが不可能なため、調査完了後

遺構の切 り取 り作業を行い、現地より移動した。

ng 14 第 6ト レンチ案状遺構検出状況 (南から)
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第 7ト レンチ

第 8ト レンチ

第 9ト レンチ

1.神出遺跡

第 6ト レンチ南端に接続する全長24m、 幅約 2mの くの字に曲がる調査

坑である。この付近は開墾時に大きく削平をうけており、第 6ト レンチと

の比高差は約 lmである。このため、耕土、床土の直下で地山である明黄

灰色シル ト層が現れる。遺構は全 く検出されず、近,現代の陶磁器、瓦等

の入った撹乱坑が発見されたのみである。

第 6ト レンチ南端に接続し、東にのびる全長38m、 幅約 2mの調査区で

ある。この付近は開墾時に削平をうけており、第 6ト レンチとの比高差は

約0.2m程である。 このため、耕上、床上の直下には部分的にしか包含層

は存在せず、大半の部分で地山である明黄灰色シル ト層が現れる。遺構は

溝を 2条検出した。 トレンチの中央付近に位置し、東西に並行して走る幅

約0.5m、 深さ0,05～ 0。 lmほ どのものである。遺物は土師器 と須恵器が出

上したが、いずれも細片のため時期決定をするには至っていない。

調査区北西端に位置し、第 6ト レンチの北西に位置する全長24m、 幅約

1.5mの くの字に曲がる調査区である。第10ト レンチと交わる地点から南

側は一部で遺物包含層がみとめられたが、 トレンチの設定された部分が尾

根筋にあたり、後世の開墾によって削られ、遺構は確認されなかった。東

西部分の トレンチでは遺物包含層およびピット2基が確認されたのみであ

った。ピットの中には柱痕を残すものもあったが、掘立柱建物址 としての

柱穴のまとまりは確認できなかった。

第9ト レンテ

f咆 15 第 8・ 9ト レンチ平面図

第 8ト レンテ
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第10トレンチ  第 9ト レンチ北端に接続 し、東に延びる全長36m、 幅約 2mの調査区で

ある。この付近は開墾時に大きく削平をうけており、 トレンチ東端の道路

付近の地山面より0。 8mほ ど下で地山面を検出している。このため、盛土

の直下で地山である明黄灰色シル ト層が現れる。遺構は全 く検出されず、

近,現代の陶磁器、瓦等の入った撹乱坑が発見されたのみである。

fig 16

調査区遠景

(1とから)

3。 ま と め

窯状遺構

この度の調査によって、中ノ池北側には、平安時代末期～鎌倉時代にけ

ての集落址および窯状遺構が確認された。今回第 6ト レンチで発見された

窯状遺構については、従来神出古窯址群内で確認された中では小型の部類

に入 り、これと比較的規模、形状が似ているのは、昭和56年に調査された

宮ノ裏支群 4号窯である。 これは残存長 0。 8m、 最大幅0.5mで「グルマ

窯」の構造を有し、燃焼部が深 く掘 りこまれている。今回確認された遺構

は、燃焼部が削られているためはっきりしないが、宮ノ裏支群 4号窯 と規

模が似ている。しかし、この 4号窯では、焚口部に燃料を燃やすための穴

が掘 りこまれていたのに対し、今回発見された遺構はその様な施設が確認

されなかった。また、この遺構の大きさからみて、大型品を大量に焼成し

たとは考えられず土師器の不、皿等の小型製品を焼成する窯 とするのが、

現在の段階ではもっとも妥当と考えられる。なお、この窯状遺構について

は不明な点が多 く、本報告の際にさらに考察したい。

集落址については掘立柱建物址が 5棟確認されたが、 トレンチ調査のた

め、いずれの建物 も平面的規模を明らかにすることができなかった。また

調査範囲内では、建物の性格を示唆する遺構、遺物は確認できなかった。

集落址
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1.神出遺跡

このため、これらの建物址 と窯状遺構がどのような関係にあるかは明ら

かにならなかった。しかし第 4ト レンチで、 3間 ×7間の総柱建物址が確

認されており、この建物は、他の建物 と比較してとびぬけて規模が大きい

ところから、一般の住居 とするよりも他の目的を持った建物 (例 えば製作

工房址、製品を乾燥させる建物等)と 考えたほうがよいのではないかと思

われる。それに加えて、掘立柱建物址付近の溝、土坑等から生焼けの上器

や大寺院で用いるような瓦が多 く出上し、これらの建物遺構が窯業生産 と

密接な繋が りがあったことは否めない事実である。

最後に粘土採掘址については、今回は全 く確認されなかった。昭和63年

～平成元年にかけて行った神戸市教育委員会、妙見山麓遺跡調査会の調査

により、今回の調査地の東側では多 くの粘土採掘坑が確認されている。何

故、今回の調査区で確認されなかったのかは不明であるが、粘土採掘址 と

集落址との位置関係、採取される粘上の良否等の問題があるのであろう。

粘土採掘址

|

整4市t ttIイ
メ‐＼

轟:聾| 斡
5

|

f竜 17 神出遺跡出土瓦

1.第 1ト レンチ ピット出土

2.第 1ト レンチ SD04出土

3.第 6ト レンテ 溝出土

第 1ト レンチ SD04出土   |
第 4ト レンチ 盛土内出土

第 1ト レンチ SD04出土
9        .       2pcth

ミ瞳宝
:::!I`拓F塗
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25:第 6ト レンチ ピット出± 26～37:第 1ト レンチ ピット出土

12

-1
革  常 6茸 7

7  8

36

ng 18 神出遺跡出土土器・硯

1～24:第 6ト レンチ案状遺構付近出土

1～26:土師器 27～37:須恵器

ド
Ⅵ

山
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1. は じbに
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2.和田遺跡

2.和 田遺跡

神戸市西区から明石市にかけて流れる明石川流域には、い くつかの谷筋

に沿って多 くの遺跡がある。特に明石川本流周辺では両岸の多 くの部分に

遺跡が存在することがこれまでの調査で判明している。今回調査を行った

押部谷町和田周辺でも多 くの遺跡が確認されている。この度は、平成元年

5月 8日～ 5月 16日 に行った試掘調査に基づき、遺跡の存在する範囲内の

パイプライン敷設部分約210m2に ついて発掘調査を実施した。

高位段丘である印南野台地は明石川と接するところで急峻な傾斜地 とな

り多 くの小支谷が開析している。今回の調査地は明石川によって形成され

た沖積地 と上記の傾斜地に挟まれた河岸段丘上に位置している。

玲
プ

＝
一射
里

ン

ざ
ヾ
　

　

″

ざ
レ
・

ざヾ
「卸一、

ng,19 調査地位置図 S=1:5000
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2.調査の概要  今年度工事施工区域内に第 1～ 3ト レンチの合計 3ヵ 所の調査区を設置

して調査を実施したb

第 1トレンテ  全長93m、 幅約1.2mの 調査区である。調査範囲内からは溝状遺構、土

坑、ピット等が確認された。南部分約 3分の 1に ついては工事で掘削され

る深度以下に遺物包含層が存在するため、試掘坑による一部の調査を行い、

その他の部分は現況保存に止めた。

基本層序   今回の調査地はすでに回場整備が行われており、旧地形が大きく改変さ

れている。工事以前の地形図を見ると、ほぼ南北にはしる細長い谷の東側

斜面であったことが判る。土層を観察してみると、北側部分は削平を受け、

耕上、盛土 (淡褐色～暗灰色シル ト混 じり細砂)の直下に遺構面の上層

(灰褐色細砂～極細砂)が検出される。南半分の層位は、盛土層下に旧耕

作土 (淡灰色細砂 )、 遺構検出面の黄灰色細砂混 じリシル ト (上器 を含

む)、 地山面の淡灰色シル ト混じり細砂である。

ng 21 第 1ト レンチ平面図   網線部分 :現状保存

f咆 20 第 1ト レンチ全景 (南から)
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遺 構

S D01

2.和田遺跡

調査区のほぼ中央に位置する溝状遺構で、最大幅4.2m、 深さ約0.5mを

測る。底面 と堆積上の下層から奈良時代の須恵器が大量に発見された。こ

れらの須恵器はほぼ直線状に出上し、一括で投棄されたと考えられる。ま

た埋上の中、上層では土器は全 く出上しなかった。溝にはシル ト系の上が

堆積し、緩やかな埋没状況を示している。遺物は須恵器の不、蓋が過半を

占め、他は重、横瓶 と甕の破片が確認されたのみである。土師器は細片が

極 く少量出上した。須恵器は生焼けのもの、焼け歪んでいるものや、亀裂

が入って使用に耐えないのものがその大半を占め、完全な形のものはほと

んどなかった。

o         ttm

淡黄栓色勁レトはや灰饒 粕兵柔らかい)

淡褐色細礫混じり細砂～煙細砂(地山)

1.茶褐色種細砂

2.黒灰色シルト(炭の細片を着千含む)

3.暗灰色シルト(3藩,4層間に炭片を多く合0

lg.22 第 1ト レンチ遺物出土状況図・断面図
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ng 23

第 1ト レンチ

S D01遺物出土

状況

ng.24

同上細部 (西から)

出上した須恵器の邪蓋は、丸みを帯びた天丼部に偏平なつまみを持ち、

平城京において分類しているA形態の端部である。邪身は日径17cm前後の

高台付のもの、日径13cm前後の無高台のものの 2種類に分かれる。また、

壷は丸みを帯びた胴部に平らな底部を持ち、内外面はヨコナデを施し、外

面には叩き目の痕跡が残る。不、壷いずれも底部は回転ヘラ切 りで未調整

である。時期は奈良時代後半 と考えられる。
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2.和田遺跡

51

ng。 25 第 1ト レンチS D01出土土器
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落ち込み

S X01

S K02

トレンチの北端部では、地山面が約0。 2～ 0。 3mほ ど落ち込み、灰色～青

灰色シル トが堆積していた。堆積土中から、完形に近い奈良時代の須恵器

不が数個体、長頚重が一個体出土した。なお、 S P01は この上層の上面を

切 り込んで掘削されていた。

調査区の北半に位置し最大幅 2m、 深さ約0.05mの浅い土坑である。物

は出上しなかった。

当初、直径約0.7mの青灰色～暗灰色シル トのプランを確認 したため、

その埋土を除去すると、さらに大きな遺構であることが判明した。最終的

には最大長 2m、 深さ約 lmの不整形の上坑 となった。

°  ~― 十~――――一二攣Cln
半

l′ 2:SP01出± 3:SP02出 ± 4～7:落ち込み出± 8:SK04出土

4

6

●g.26 第 1ト レンチ出土土器
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S K03

S K04

S K05

S K06

S K07

S P01

第 2ト レンチ

2.和田遺跡

長径約1.3m、 短径0。 8m、 深さ約0.45mの楕円形の上坑である。遺物は

出上していない。

S K02同様に一辺約 lm程度の隅丸方形の青灰色～暗灰色シル トのプラ

ンを確認 し掘削したが、精査の結果、一辺約1.7m、 深さ約0.7mの方形の

上坑 となった。上坑の底面からは須恵器横瓶の胴部～底部が出土している。

S K02、 04に ついては、当初検出したものは、遺構の最終埋没上であり、

最初の埋没土は周辺の遺構検出面の土層と近似 した黄灰色シル トであった。

最大長1.2m、 深さ約0.4mの上坑である。

最大長1.2m、 深さ約0.lmの上坑である。

最大長 lm、 深さ約 0。 lmの上坑である。上記の 3つ の遺構からは遺物

は出上しなかった。

調査区の北端に位置し、長径約0.45m、 短径3.5m、 深さ約0。 lmの精円

形のピットである。北端に奈良時代の須恵器邪が回縁部を水平にし2枚重

ねに据えた状態で出上した。埋土および土器内の上を水洗したが、遺物は

確認できなかった。地鎮遺構の可能性はあるが確証はない。

全長49m、 幅約1.3mの調査区で、中央で上下 2段になっている。 トレ

ンチの下段は、回場整備による工事で大きく削平を受けており、遺物包含

層、遺構 ともに確認できなかった。上段では土坑、ピット、自然流路等を

確認した。

f咆 .28 第 1ト レンチS P01土器出土状況図f竜 .27 第 1ト レンチS P01土器出土状況
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基本層序

¬g 29

トレンチの南半部分は削平を受けて、耕作上下に淡褐色～褐色混礫細砂

(盛土層)、 褐色～黒褐色混礫細砂 (地山)が検出される。北半分では、灰

褐色混礫細砂、茶灰褐色極細砂～混礫細砂 (遺構検出面)と なる。

ー

9                    19m

第 2・ 第 3ト レンチ平面図

fig 30

第 2ト レンチ全景

(北西から)

纂
警
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遺 構

S K01

S K02

自然流路

第 3ト レンチ

基本層序

自然流路

2.和国遺跡

トレンチのほぼ中央に位置し、直径約1.2m、 深さ約0.2mの 円形の土坑

である。約半分は調査区外に出ている。埋上からは、奈良時代の須恵器、

土師器が出上した。

残存長0.6m、 幅約0.5m、 深さ約0。 14mの 隅丸方形の上坑で、遺物は出

上しなかった。

トレンチ北半は、土石流により遺構面が削られ、褐色系の混礫砂が堆積

していた。この流路中からは土器の細片が出上した。なおピット2基が堆

積土を除去した段階で確認された。

金長約35m、 幅約1.2mの調査区で小支谷の西斜面に位置する。

トレンチの南半部分は耕作上、床土直下に黄灰茶色シル ト層 (地山)が

検出される。中央部で深 く下が り、褐色～灰茶色系の礫を含んだ細砂層が

厚 く堆積し、底には暗灰色～黒灰色シル トが堆積している。耕作土から底

面までの深さは約1,7mで ある。また、北に行 くにつれて徐々に上がって

いき、北端部では、地山である緑灰色～茶褐色混礫粗砂が床土直下で確認

さヤとる。

トレンチ中央部で確認された深い落ち込みは、段丘斜面から谷に流れ込

む流路の痕跡 と考えられる。堆積上の状況からみて、当初は緩やかな流れ

であったものが、数度の洪水で砂が堆積し埋没していったようである。流

路内からは、平安時代～鎌倉時代の上器、瓦、焼けたスサ入 りの粘土塊が

出土した。

荀g.31

第 3ト レンチ全景

(北から)
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0            20crn

ng.32 第 2・ 第3ト レンチ出土遺物  1～ 3:第 2ト レンチ  4～7:第 3ト レンチ

3.ま と め   今回の調査では、各調査区で遺構、遺物が発見されている。第 1ト レン

チのS D01か ら出上した大量の須恵器は前述の通 り、生焼けのもの、焼け

歪んでいるものや、亀裂が入って使用に耐えないのものがその大半を占め

ている。これらは窯出しした製品の中から不良品を選別し、一括して投棄

したものであろう。また、第 1,第 3ト レンチで確認された瓦、焼けたス

サ入 りの粘土塊は近辺に窯が存在していたことの証左である。

周辺では、藤原橋付近 (押部谷町和田)に 古墳時代の須恵器窯の存在が

知られている他、平安時代末期～鎌倉時代にかけての窯跡は、高位段丘上

の神出町一帯 と丘陵から沖積地に変わる斜面に西神ニュータウン内遺跡

No.90地点遺跡の古窯址 (押部谷町養田)、 繁田古窯址 (平野町繁田)の存在

が確認されている。しかし奈良時代の須恵器窯は付近では発見されておら

ず、今回の調査結果は、当該時期の窯址の位置を示唆する貴重な資料 とい

えよう。
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1.は じめに

3.栄遺跡

3.栄 遺跡

神戸市西区から明石市にかけて流れる明石川流域には、いくつかの谷筋

に沿って多 くの遺跡がある。特に明石川中・下流周辺の平野部は、大規模

開発事業に伴う発掘調査で遺跡が存在することが判明してきた。しかし、

明石川上流部の押部谷町栄 。木幡地区付近については遺跡の存在が不明確

な場所であった。今回の調査は、当地区の土地改良事業に伴うものであり、

今年度以降工事が予定されている約67haの試掘調査を実施 し、遺跡が確

認された地区で切上、排水路、パイプラインの掘削工事等によって遺構の

保存が計 られない部分の発掘調査を実施した。

明石川上流部は、河岸段丘の形成が著しく、特に押部谷周辺は明石川に

沿って複数の段丘面が認められる。このため右岸では、北から南へ著しく

傾斜し、東西については東から西にかけて緩やかに下がっている。

4ト レンチ

庁 ― _型

I縞

トレンチ

冗

1

1第 3

十

|

第 2ト レ

些 均 ?

尋

ン
　
　

　

　

エ

レ
Ｆ〃〃軋
カ

鰹

!Iキ キ十
1

調査地位置図 S=1:3000
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2.調査の概要

試掘調査

fig 34

試掘坑 1出土土器

1～8:製塩土器

9:土師器

10～ 12:須恵器

発掘調査

第 1地区

基本層序

第 1遺構面

S K01

S K02

S D81

S X01

試掘調査の結果、遺跡が高位の段丘上に広がっていることが判明した。

低位の段丘および河川氾濫原では、遺物、遺構等は確認されなかった。段

丘上で出土した遺物は、古墳時代～鎌倉・ 室町時代のものである。

特に試掘坑 1では土坑が検出され、埋土内から古墳時代後期の須恵器不

や上師器甕、製塩土器が出上した。

円llT指咀
「

14

円5師上咀 庁七筵ゴ⊇

9

9                           29cm

試掘調査の結果に基づき、切上、排水路、パイプライン部分の調査を実

施した。調査区は2ヵ 所の調査地区と5条の調査区に分かれている。

調査範囲の南端に位置する約300m2の調査区である。調査の結果、 3時

期の遺構面が確認された。

耕上、床上下に暗茶褐色細砂～粗砂層、黄褐色細砂～中砂層、淡灰褐色

シル ト質極細砂層 (中世の遺物包含層)が堆積する。また西半部分では、

暗灰褐色細砂～極細砂層 (第 1遺構面、土器を包含する)、 茶灰褐色細砂

層 (第 2遺構面、土器を包含する)、 淡茶褐色極細砂層 (古墳時代の自然

流路堆積土)、 暗褐色砂礫層 (地山)と なる。

土坑 2基、溝 1条、性格不明遺構 2基が確認された。

最大長約 lm、 幅約0.6m、 深さ約0.15mの 不整形の上坑である。埋土

内からは土師器、青磁碗片が出上した。

長辺約 5m、 短辺約1.lm、 深さ約 0。 2mの隅円方形の上坑である。埋土

から土師器皿、青磁碗片が出上した。 S K01、 02と もに時期は鎌倉時代未

期～室町時代初頭である。

最大長約2.8m、 幅約0.4m、 深さ約0.07mの浅い溝状遺構である。堆積

土からは遺物は出上しなかった。

最大長約12m、 幅約 5m、 深さ約0.15mの不整形の落ち込みである。

-44-



3.栄遺跡

fig 35

第 1地区 第 1遺構面

(北東から)

0

《重璽≡フSK08

SK07⊆psKё

;。。sK05

第2遺構面
Hg 36 第 1地区 第 1。 第 2遺構面平面図
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S X02

第 2遺構面

S K403

S K04

S K05

S K06

最大長約10m、 幅約2.5m、 深さ約0.2mの不整形の落ち込みである。 S

X01に北側を削られている。いずれの遺構からも土器の細片が出上したの

みで掘削された目的は不明である。

土坑 7基、溝 2条が確認された。

直径約0.5m、 深さ約0.2mの 円形の遺構である。

最大長約1.3m、 深さ約0.15mの 不整形の土坑で、人頭大～拳大の河原

石 と上器が一緒に投棄ざれていた。上器の時期は鎌倉時代中頃～後半に属

する。

長径約0.6m、 短径約0.4m、 深さ約0.lmの楕円形の遺構である。

長辺約1.4m、 短辺約0,7m、 深さ約0.25mの 隅円方形の土坑である。埋

土上層に上師器鍋が頚部から上を欠失した状態で出土した。また須恵器小

皿が埋土内から出上した。時期は鎌倉時代である。なお、鍋の中の上を水

洗したが遺物は確認できなかった。

―
~

|

」

ヽ

弐

式

9970m__本
く亙踵以飴嚢垂ラ

本~

第 1地区 第 2遺構面 S K04・ 06土器 。河原石出上状況図

fig.38

第 1地区

第 2遺構面 S K04

上器・河原石出土状況
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S K07

S K08

S K09

S D02

S D03

fig 39

第 1地区

第 2遺構面

S K07土器・

河原石出土状況

(南から)

fig 40

第 1地区

第 2遺構面

S K07底面の

河原石検出状況

(1とから)

3.栄遺跡

長径約 3m、 短径約 2m、 深さ約 0。 9mの隅円方形の土坑である。 SK
03に埋上の上部を削られる。上層には鎌倉時代中頃～後半の須恵器、土師

器、青磁等が人頭大～拳大の河原石 とともに投棄されていた。それらを除

去すると、底面から壁面の一部にかけて偏平な河原石を貼 りつけるように、

隙間なく置いているのが確認された。これらの河原石は表面が赤 く焼けて

いた。

最大長約 3m、 幅約0.3m、 深さ約 lmの不整形の上坑である。

最大長約3.4m、 幅約2.2m、 深さ約0.3mの 長方形に近い形の上坑であ

る。いずれも少量の上器が出土した。

S D02は最大長約1.6m、 幅約0.3m、 深さ約0.05m、 S D03は最大長約

0.6m、 幅約0.2m、 深さ約0。 lmの浅い溝状遺構である。

麓 熱
癖

″

ず鍵

-47-



」L

L

●g,41 第 1地区S K07遺物・河原石出土状況図

SK07底面の河原石出土状況図

0                     5m

SK07土器・河原石出土状況図
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3.栄遺跡

司1 チ∝

Ⅲ

―

プ

導

喘

9                     2ocm

lg 42 第 1地区 土坑出土土器   1:S K01 2・ 3:S K02 4～ 7:S K04 8～ 17:S K07

古墳時代の  北端部の側溝を掘削中に古墳時代の上師器が出上した。このため、第 2

自然流路  遺構面の調査完了後断ち割 り調査を行った結果、検出最大幅約13m、 深さ

約0。 2～0.6mの 自然流路が確認された。流路は北東と東から流れてきた 2

条の流れが、調査区内で合流し南西方向に流れている。堆積土は、灰色～

褐色の極細砂層であり極 く緩やかな堆積状況を現している。堆積土内から

は、完形品あるいはそれに近い状態の古墳時代後期の須恵器、土師器が数

ヵ所、いずれも両岸に近いところで確認された。特に北岸では須恵器邪が

7～ 8個体比較的集中して出上した。土器内および上器が集中した部分の

上砂を舗によって選別したが、遺物は確認できなかった。
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a〈

lg 43 第 1地区

第 2地区

基本層序

自然流路平面図

土器出土状況図

古墳時代の自然流路平面図・土器出土状況図 ドットは土器出上位置

第 1地区の北にあり、第 1ト レンチに接 した約80m2の 調査区である。

層序は、耕作上、床上下に暗茶褐色細砂～中砂層、灰褐色細砂～中砂層、

淡灰褐色細砂層 (土器 を少量包含する。)、 暗褐色細砂層 となる。床土以下

の層は、洪水等 による堆積層 と考えられる。遺構は確認 されなかった。
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3.栄遺跡

fig 44

第 1地区

自然流路内

土器出土状況

ng 45 第 1地区自然流路内出土土器
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第 1トレンチ

第 2トレンチ

基本層序

第 3,4

トレンチ

基本層序

遣 構

S D01

S K01

S K02

S X01

fig.46

第 4ト レンチ SD01

土器・河原石 。

焼土出土状況 (西から)

第 1ト レンチは、全長約80m、 幅約 3m、 第 2ト レンチは、全長約50m、

幅約 lmの調査区で、 5mの間隔をあけ平行に並んでいる。

耕作土、床上下に灰色～褐色砂礫・綱砂層が互層になって堆積しており

各層には遺物が少量ずつ含まれている。数力所で自然堆積による落ち込み

を確認したほかは遺構は確認されなかった。

第 3ト レンチは全長15m、 幅約 lm、 第 4ト レンチは第 3ト レンチに直

交し、全長約80m、 幅約 lmの調査区である。

第 3ト レンチについては耕作上、床上下に、茶褐色極細砂層、灰褐色極

細砂層 (鎌倉時代の遺物を若干含む)、 淡褐色極細砂層、淡褐色砂礫層 と

なる。また第 4ト レンチについては、】ヒ半部には栄谷ナ||の氾濫による砂礫

層が堆積し、遺構が数基確認された南半部では、耕作上、床上下に、茶褐

色細砂層、褐色混礫細砂層 (鎌倉時代の遺物を若干含む)、 淡褐色混礫細

砂層 (遺構面)の層序 となる。

第 3ト レンチでは遺構は確認されなかったが、第 4ト レンチでは、溝状

遺構 1条、土坑 2基、浅い落ち込み 1基、ピット1基が確認された。

最大幅1.4m、 深さ約 0。 15mの溝状遺構で、堆積土内には、須恵器、土

師器、拳大の河原石、焼上が混在して出上した。時期は鎌倉時代中頃～後

半である。

最大幅1.3m、 深さ約0.2m、 断面播鉢状の不整形な土坑で、埋土内に須

恵器、土師器、青磁、拳大～親指大の河原石が混在して出上した。時期は

鎌倉時代中頃～後半である

最大幅0.7m、 深さ約0.lmの 楕円形の上坑で、埋土内から須恵器、土師

器の小破片、拳大の河原石が出土した。

S K02の 南側に位置する深さ約0.lmの浅い落ち込みで、埋土から須恵

器、土師器の小破片が出土した。
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3.栄遺跡
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0           1m

9   .              lpm

第 3・ 第4ト レンチ平面図   ●g48 第4ト レンチ S D01・ S K01遺物出土状況図
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lg_50 第 5ト レンチS K01 出土土器

5

第 5ト レンチ

A 区

基本層序

遣 構

S K01

B 区

基本層序

遣 構

S K02

ng,49 第4ト レンチ出土遺物 1～ 9:S K01 10:S D01

調査地区の東端に位置する約400m2の調査区で、A～ C区に分かれる全

長約23m、 幅約 4mの調査区である。

耕作上、床上下に暗褐色細砂～極細砂層、暗褐色砂礫層 (遺構検出面)

暗茶褐色粗砂層 (地山)が堆積している。

調査区東端で、土坑 S K01が確認された。これは最大幅1.8m、 深さ約

0.15mの方形に近い遺構で、埋土内からは河原石、土師器の甕形土器等が

出上した。時期は古墳時代前期初

頭である。

全長約33m、 幅約 3mの調査区

である。東半部に遺構が集中して

確認された。

西半部は耕作上、床上下に、暗

褐色～灰褐色砂礫、黄茶褐色細砂

～極細砂層、西半部では耕作上、

床上下に、黄茶褐色細砂～極細砂

層 (遺構検出面 )、 黄茶褐色細砂

～極細砂層 (地山)が堆積する。

東半部で、土坑 4基、溝 1条、

ピット多数が検出された。

長辺約4.5m、 短辺約1.7m、 深

さが約0.4mの隅円方形の上坑で、須恵器、土師器、陶器、青磁、滑石製

石鍋片、用途不明土製品等ともに人頭大～拳大の河原石が大量に出上した。
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3.鞠

第 5ト レンチ平面図
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S K03

S K06

S K07

fig 52

第 5ト レンチ S K02

河原石 。土器出土状況

(西から)

fig.53

第5ト レンチ S K03

河原石・土器出土状況

(東から)

河原石の中には大人が二人で抱えてようや く運搬するのが可能な石もあ

った。また、河原石の多 くは焼けて赤変していた。堆積状況からみて、遺

物 と河原石は同時に投棄されたものである。時期は鎌倉時代末期～室町時

代初頭 と考えられる。

長辺約3.2m、 短辺約 2m、 深さ約0.5mの形の整わない隅円方形を呈す

る土坑で、埋上の中層から上層にかけて偏平な河原石がまとまって出上し

た。また、 S K02よ りも焼けている石の量は少なかった。埋土内からは須

恵器、土師器、青磁等が出上した。 S K02出 上の青磁碗 と接合する破片が

埋土より出土したので、時期はS K02と ほぼ同時期 と考えられる。

S K02に大半を削られる最大残存長2.7m、 深さ約0.3mの遺構で、埋土

から人頭大の河原石が出上した。時期は不明である。

S K03に 一部を削られる遺構で最大長3.2m、 幅約0.8m、 深さ約0.2m

を測る。埋土から須恵器、土師器の小片が出上した。
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3.栄遺跡

SK02

9                      牟m

ng.54 第 5ト レンチS K02・ 03 土器 。河原石出土状況図
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C区

基本層序

遺 構

S B01

S K04

S K05

S D01

3.鞠

全長約55m、 幅約3.5mの調査区で、北から南に傾斜している。

北半部は、耕作上、床土下に、淡灰褐色～暗褐色細砂層、暗褐色砂礫層

(遺物包含層)、 茶褐色細砂層 (遺構面)と なる。南半部では、耕作上、

床上下に、淡灰褐色細砂層、灰褐色細～中砂層となる。また南端部では約

lm下が り、暗灰褐色砂礫層 (平安時代の遺物包含層)、 淡黒褐色細砂～

極細砂層 (古墳時代の遺物を若干包含する)、 暗褐色砂礫 (地山)が堆積

している。

掘立柱建物址 1棟、溝、土坑が検出された。

調査区のほぼ中程にある2間×2間以上の建物址で、西側部分は調査範

囲の外に出ている。柱間寸法は、1.5～1.6mで ある。柱穴の掘形の大きさ

は0.2m前後 と/Jヽ さセゝ。

検出長約3,3m、 幅約1.2m、 深さ約 lmの断面形U字型の溝状遺構で南

側は垂直に落ち、北側はやや勾配をもって立ち上がる。堆積土は褐色系の

砂礫～細砂が互層になっている。堆積土内からは古墳時代前期初頭の上師

器片が出土した。

S K04は直径約0.6m、 深さ約0.lmの 円形土坑である。埋土からは土師

器の小片、小円礫が出土した。

S K05は 最大残存長約 0。 8m、 深さ約 0。 05mの浅い遺構である。これら

は古墳時代の遺構と考えられる。

fig.56

第 5ト レンチ

S B01全景 (南から)

3.ま と め   今回の調査によって、高位の段丘上には、古墳時代～鎌倉・室町時代ま

での遺跡が広がっていることが判明した。古墳時代については、自然流路、

溝状遺構、土坑、ピット等が確認できた。当該時期の住居址は確認できな

かったが、当地周辺に集落が存在したと考えられる。なお試掘調査時に試
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掘坑 1で出上した製塩土器は、現在の段階で明石川の最上流部で発見され

たものである。

平安時代～鎌倉・室町時代の遺構は、掘立柱建物址 1棟、土坑、ピット

溝状遺構等が検出された。この中で注目されるのは、第 1地区のS K04・

07、 第 5ト レンチのS K02・ 03の ような土器 と共に河原石が大量に出上し

た土坑である。これらの遺構に共通することは、土器 と河原石を一時に投

棄していること。どの遺構にも焼石が入っていること。しかも石の量が非

常に多いことである。しかし第 1地区の S K07に ついては、偏平な河原石

を敷き詰め、それらがその遺構内で焼けているのに対 し、第 5ト レンチの

S K02・ 03は他の場所で焼いた石を土坑内に投棄している点や、焼けた面

が不揃いである点、第 5ト レンチの S K02、 第 1地区のS K07で は、土坑

の底面に石が集中するのに対し、 S K03は 河原石が埋上の中層～上層に堆

積 している点は異なる。また、第 1地区の S K04、 07の時期は鎌倉時代中

頃～後半、第 5ト レンチのS K02・ 03は鎌倉時代末期～室町時代の初頭 と

考えられ、時期幅が大きい。以上のような相違点があげられる。

また、第 5ト レンチの S K03、 第 1地区のS K04は石 と遺物を廃棄した

土坑 と考えられるのに対し、第 1地区の S K07は 一部の石 と土器について

は廃棄されたものと認められるが、大半の石は偏平な河原石であり、火で

焼かれた状態で出上していることから、火葬址の可能性 もあるが、骨片等

は確認できなかった。現在のところ、用途不明の焼成上坑 と仮称 し、今後

さらに考察を行いたい。

一．」
一
一
・

一
▼

一・一一一

・一
　
■

4>

¬g 57

第 5ト レンチ

S K02検 出作業

状況

-60-



4.養田遺跡

よう だ

4.養田遺跡

1.は じめに   養田遺跡は昭和45年度に行われた圃場整備事業の工事中に発見されたも

ので、弥生時代から平安時代にかけての複合遺跡であることが確認されて

いる。

これまでの調査では、弥生時代後期の竪穴住居址・土坑・ ピット、古墳

時代の竪穴住居址・ ピットや、平安時代から鎌倉時代にかけての遺構など

が確認されている。

2.調査の概要  昭和63年12月 5日 から昭和63年12月 17日 にかけて実施された試掘調査の

結果にもとづき、埋蔵文化財の存在する範囲について トレンチ調査を行っ

た。

調査対象は、パイプライン部分の幅約 lm、 長さ約80mであり、調査区

は便宜上、現在の各国場毎に地区番号を付し、東から I・ H・ Ⅲ oⅣ区と

した。

なお、第 1遺構面より下層は、数ヵ所試掘坑を設定して確認したが、埋

蔵文化財は確認できなかった。

紗ヽゞ≪≪霊
M

》
§

ng.58 調査地位置図 S=1:5000
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〔I区〕

〔I区〕

〔Ⅲ区〕

S D01

S D02

S D03

Hg.60

Ⅲ区  S D03

平面 。断面図

1.黒褐色土

(炭混じり)

2.暗灰色土

3.淡灰色土

4.暗灰色土

5.黒灰色シル ト

4.養田遺跡

東半は撹乱が著 しく、礫 を含む暗灰褐色系の粘質上を主体 とする埋土

である。西半は暗青灰色シル ト質上を主として堆積していた。

遺物は、旧耕土と思われる褐灰色粘質土より、須恵器・ 土師器の小片が

出上した。遺構は確認できなかった。

基本層序は、上層より暗青灰色上、混濁灰橙色土(現耕上、盛土)、 濁黄

灰色土、濁灰黄色土 (旧耕上)、 淡責灰色上である。

Ⅲ区からの続 きで、 4層 目の淡黄灰色土上面が遺構面 となる。遺構は、

ピットを2ヵ 所確認した。

厚さ10～15cmの遺物包含層が存在する。遺構は、 S D01～ 03お よびSP
03、 04を検出した。

幅3.17～ 3.20m、 深さ14～ 15clnの溝で、III区東半で検出した。底は平ら

に近 く浅い。堆積土は、暗灰茶色粘性砂質上の 1層である。出土遺物は、

須恵器・土師器・ 埴輪の小片がある。

幅3.25～ 3.68m、 深さ■～15cmの溝で、Ш区中央やや西よりで検出した。

堆積土は 1層である。出土遺物には埴輪 。須恵器・土師器がある。

幅1.35～ 1.66m、 深さ93cmの断面形がV字形の溝で、Ⅲ区西半で検出し

た。遺物は上層から土師器が出土している。

埋土は第 1層黒褐色土 (炭混じり)、 第 2層暗灰色上、第 3層淡灰色上、

第 4層暗灰色土 (黄灰色土ブロック状にやや多 く含む)、 第 5層黒灰色シ

ル トである。

S D01,02は 出土遺物より、平安時代末から鎌倉時代前半にかけての溝

と考えられる。 S D03は V字の深い溝であり、遺物 も土師器のみで須恵器

を含まないため、他の溝 とは時期や性格が異なるものと思われる。

5600m ――――――
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S P04

〔V区〕

3。 ま と め
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●g.61 養田遺跡出土土器

fig.62

調査地全景

(司し西から)

直径32cm、 深さ23cmで、遺物は出上しなかった。

直径28cm、 深さ20cmで、遺物は出土しなかった。

明瞭な遺構面や遺物包含層は存在しない。遺物は、土師器 。須恵器が少

量出上した。

調査区が幅 lmと 狭 く、しかも暗渠が縦断していたため、遺構の残りが

遺跡の性格を明確にすることはできなかった。

二
5,8,9′ 11′ 13,16′ 17:SD02

7:Ⅱ 区中央

10′ 15:Ⅲ 区西半

6

―/
7

ー
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1. は じめに

5。 鍋谷池遺跡

5.鍋 谷池遺跡

鍋谷池遺跡は、西神墓園造成に伴い昭和61年度から調査を実施 している。

今回は昨年度調査区の南側一帯が対象地である。 (当遺跡は、昭和52年度

の分布調査により古墳ないし経塚の可能性のある隆起が認められるように

なった。)昭和61年度の試掘調査で鍋谷池 と待池にはさまれた丘陵部で弥

生時代の上坑、古墳、平安時代の上坑などが確認された。

昭和62年度より北から造成区内の本調査を開始した。昭和62年度の調査

では、弥生時代の上坑や地山整形遺構を検出した。昭和63年度の調査では、

弥生時代中期の円形の竪穴住居址 1棟 と甕棺 1基、焼土坑などを検出した。

今回は、昨年度調査区の南側の比較的広い平坦面 と古墳の存在が確認され

ている平坦面、およびその間の尾根部分の総計約3500だについて発掘調査

を行った。

遺跡は、明石川右岸、雄岡山南方の段丘から南にのびる尾根上に立地す

る。調査地付近の標高は100m前後で、尾根上からは明石平野から瀬戸内

海、淡路島を望むことができる。

憾
稲
棚

ng 63 調査地位置図 S=1:5000
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2.調査の概要

A地区

調査は、昨年度調査区のす ぐ南方の約2100m2(A地 区)と 、そこから延

びる尾根上および尾根から谷にむかっての斜面上および古墳 と土坑群の存

在範囲確認のための トレンチ調査を行った (fig。 63)。

基本的な層序は、表土 (腐植土)、 流土、地山となっており、尾根部お

よびその付近の一部では表上、地山となっている。

調査は、人力による伐開後、すべて人力による掘削で行った。

昨年度 (昭和63年度)住居址が検出された平坦面から尾根を通って真南

に再び開ける平坦面を中心に調査区を設定した。その結果、焼土坑、土坑、

ピットなどが検出された。遺構のうちいくつかのものについては弥生土器

片が出上しているが詳細な時期は確定しがたい。遺物は流土中より弥生土

器 (第 I様式末、第Ⅳ様式)、 須恵器、土師器の破片が出土しているほか、

サヌカイ ト製石鏃 4点、サヌカイ トチップ若干が出土している(fig。 68)。

焼土元、土坑、ピットなど遺構の性格は不明である。

劇
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―
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打
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中
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/
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9                   2om

莉g.64 A地区平面図

B地区    B地 区は、 トレンチ調査中ⅥIト レンチにおいて住居址ではないかと予想

される遺構の一部を確認したため、Ⅵ トレンチとⅣ トレンチ、そしてⅦ ト

レンチをぶ くむその南10mと 、谷の傾斜変換ラインで囲まれた約730m2を

拡張して設定した。

その結果、検出された遺構は住居址ではなく地山整形遺構であることが

判明した(fig.67)。 地山整形遺構は、半円形に地山を掘 り込んでおり、長
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5.鍋谷池遺跡

軸約7.5m、 短軸約3.2mを測る。西隅付近の 2ヵ 所で炭の遺存が確認され

た (fig.66 アミロ部分)。 遺構内からは遺物は出土しなかった。

B地区ではこの他に遺構は検出されず、遺物 も全 く出上しなかった。

fじ 65 地山整形遺構検出状況 (東から)

9          ?m

1967 B地 区平面図
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トレンチ調査

3.ま と め

1～ 6:弥生土器 7:須恵器

8:土師器 9～ 12:石鉄

1～4:1/3 5～8:1/4 9～12:1/2

fu 68 鍋谷池遺跡出土遺物

解  「1

＼ 4

r3

5

トレンチ調査では、昭和62年度試掘調査地点とA地区との間の尾根上 と

それにはさまれた谷に向かって合計 9本 (I～Ⅸ)と 、昭和62年度試掘調

査の際確認された古墳および上坑群周辺の平坦面と西斜面に7本 (X～ XVI)

のあわせて16本を設定 し行った。 トレンチは幅 2m、 総延長約360mに お

よぶ。その結果、 I～Ⅸの 9本の内、Ⅷ トレンチで遺構を確認し拡張を行

った (fig.63参 照)ほかは遺構(遺物は全 く検出されなかった。

X～ XⅥの トレンチは、古墳 と上坑群の存在範囲を確認する目的で行わ

れた。その結果、XVト レンチの南隅で 2号墳の墳丘 と思われる僅かな高

まりを検出した。遺物は、XⅡ トレンチ裾部で弥生土器の底部片 1点が出

上した。他に遺物は出上していない。

今回の調査では、焼土坑、土坑、ピット、地山整形遺構などが検出され

たが時期や性格の不明なものが多い。昨年度検出の住居址につづき、A地

区でも住居址の検出が予想されたが金調査区を含めて住居址は検出されな

かった。なお、今回出上した遺物のなかで時期の判明するもののうち弥生

時代前期に属するものが比較的多 く、すでにこの時期から生活が営まれて

いたことが考えられるようになった。
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6,大畑遺跡

6。 大畑遺跡

1.は じめに   当該地は大畑遺跡の範囲に含まれ、昭和63年度には今回の調査区に隣接

した地点で回場整備事業に伴う発掘調査を実施し、狭い範囲の調査にもか

かわらず、中世のピット・土坑 。清などの存在 とともに、その下層より弥

生時代末期～古墳時代初頭の上器が多数出土している。

今回の調査は、西神22号線自歩道設置事業に伴うもので、工事により埋

蔵文化財が影響を受ける部分について調査を実施した。

2.調査の概要  大畑遺跡は、東から西へ流れ、明石川に合流する薬師谷川の扇状地上に

立地しており、今回の調査地は薬師谷川の南に位置している。

調査は、歩道が設置される部分についてそれぞれ トレンチを設定し、南

から1ト レンチ・ 2ト レンチ・ 3ト レンチとし、盛土と旧耕上を重機で据

削しそれより下層は人力で掘削を行った。

■ //オ
/ィ
″一 ミヽ

省ぐlν
士I

コg69 調査地位置図 S=1:5000

-69-



中世

1ト レンチ

ピット

S K07

S D01～ 04

2ト レンチ

ピッ ト

1ト レンチは幅約1.5m、 長さ約55mを測る。 トレンチ南端では、地表

下約60cmで中世の遺構面を検出したが、中央部より北は削平を受け遺構面

は残っていなかった。検出遺構は、ピット13基・土坑 1基・溝 4条である。

直径20～40cm、 深さ20～50cmを 浪より、柱穴 と思われるものも存在するが

調査範囲が限られていたため建物 としての単位を確認することはできなか

った。なお、 1基の柱穴の底付近から土師器の小皿が 3枚まとまって出土

している。

幅180cm、 長さ180cm以上、深さ60cmの不整形の上坑である。

いずれも幅40～ 50cm、 長さ150cm以上、深さ10～ 20cmを測る。流れの方

向は東から西である。

2ト レンチは幅約2.7m、 長さ約42mを 測る。削平を受け包含層は存在

せず盛土を除去すると地表下50cmで遺構面を検出した。検出遺構は、ピッ

ト43基 。土坑 6基である。

直径20～ 40cm、 深さ15～30cmを 測 り、柱穴 も存在するがここでも建物を

確認するに至らなかった。

9ヽ70 1ト レンチ中世遺構面 (南から) f咆 71 2ト レンチ中世遺構面 (北から)
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6。 大畑遺跡

S K01

S K02

S K03

S K04

S K03

S K06

3ト レンテ

直径80cn、 深さ30cmの 不整

円形の土坑である。

長径■Ocm、 短径 60cm、 深

さ25側の楕円形土元である。

直径60cm、 深さ40cmの円形

の上坑である。

一辺60cm、 深さ10cnの 隅丸

方形の上元である。

直径60cm、 深さ80cmの 円形

の上坑である。

長径80cm、 短径50cm、 深さ

30cmの精円形の上坑である。

なお、いずれの遺構も埋土

は暗褐色粘質上であり、埋土

中には土師器・須恵器が含ま

れているが、細片である。

3ト レンチは幅約2.5m、

長さ約50mを 測る。中央部よ

り南側は中世の遺構面は削平

されていたが、北側について

は中世の上器を含む層が厚 く

堆積 しており、それを除去し

たところ薬師谷ナ||に 向かって

落ち込んでいく地形を検出し

たが、遺構は確認できなかっ

す,^

fig,73

1ト レンチ

2ト レンチ

平面図

左 :1ト レンチ

右 :2ト レンチ

０観
柱〕。

咽（Ｌ聰
・‐≡・ヽｏ〕υざ。中碑‐ｓＫ。４¬g72 3ト レンチ中世遺構面 (南から)
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弥生時代後期  中世の遺構面を形成する灰褐色シル ト層とこの層を切 り込んでいる砂礫

～庄内期  層および下層の褐色砂層中には、多量の上器が含まれていた。これらの層

は薬師谷川の洪水によって堆積したもので、厚いところで約180cm,薄いと

ころでも約100cmの 厚さがあった。中に含まれていた土器は弥生後期～庄

内期のもので堆積層の形成が短期間になされたものと考えられる。

洪水堆積層を除去すると砂礫層があり、所々が起伏しており、さらにそ

の下層には黄褐色の基盤層が存在していた。

なお、どの トレンチにも遺構は存在しなかった。

上器は現在整理中であるが、 2ト レンチだけでおよそ120個体を数え、

調査区全部では最終的に200個体に達するものと推定される。遺存状態も

良 く、完形品はおよそ70個体を数える。器形 は甕が多いが、高不 。長頚

壷・短頚壷・台付無頚壷・鉢・器台等も出上している。

嚢雲∈ シルト層

|||■ 砂 層
5m

ng 74 2ト レンチHoI区 断面図

鍵◎

0

崎

6

2m

中世遺構面

ng 75 2ト レンチ H。 1区土器出土状況図
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6。 大畑遺跡

=

ng 76 大畑遺跡出土土器
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fig 77

2ト レンチBoC区

土器出土状況

(1と から)

fig 78

2ト レンチ E区

土器出土状況

(東から)

3。 ま と め

なお、今回の上層シル ト層と下層の砂層に含まれていた上器に時期差が

あるかどうかは、現在検討中である。

今回の調査では、断面観察により薬師谷川による扇状地 と自然堤防の形

成過程を明らかにすることができた。それは、流れを変えながら基盤層上

面を川が流れ、起伏のある砂礫が堆積し、その上を洪水堆積層が覆い、自

然堤防が形成されるというものである。

また、弥生後期～庄内期の上器が完形で多量に出土し、資料が少なかっ

た明石川流域のこの時期の上器の様相に、新資料を提供することになった。

調査区内では遺構は検出されなかったが、これだけ多量の上器が出土す

ることから、付近に弥生後期～庄内期の大集落の存在が予想される。中世

については遺構は存在するもののその性格は不明である。
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7.玉津田中遺跡 (平野地区)

たま つ たな か

7.玉 津 田中遺跡 (平野地 区 )

平野地区土地改良事業は、昭和63年度までに西神戸バイパスの計画 とあ

いまって計画が具体化した。これに伴い埋蔵文化財の有無を確認するため

に、昭和63年度および平成元年度に、分布調査及び当初計画部分の試掘調

査を行った。試掘調査の結果、調査範囲のほぼ全域に遺跡の存在すること

が確認された。

これをうけて平成元年10月 から、排水路部分など保存の不可能な箇所に

ついて調査を実施した。また事業の計画変更などに伴う試掘調査も調査中

にあわせて行った。 (平野地区第 1次調査)

また、平成 2年 1月 17日 ～ 3月 16日 に 4～ 7ト レンチまでの調査を行っ

た。 (平野地区第 2次調査)

玉津田中遺跡は、明石川の中流域左岸にあり、明石川が形成した河岸段

丘及び沖積地に位置する。標高は河岸段丘上で約26m、 段丘下沖積地で約

24mと なる。なお、東側の段丘上には福中城址 (中世)がある。

一「
一測

●g 79 調査地位置図 S=1:5000
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2.調査の概要

1ト レンチ

調査は、排水路予定地 3本、総延長約400mに およぶ。南北を 1ト レン

チ、東西を北より3ト レンチ、 2ト レンチとした。

検出された遺物は、弥生時代前期 。中期・後期、古墳時代前期 。中期・

後期、平安時代前半期 。後半期、鎌倉時代頃の各時期のものがある。その

種類は、土器・石器 。木器などである。検出された遺構は、住居址 。清 。

土坑・柱穴などである。以上のように検出された遺構・遺物は多種多岐に

およぶ。

基本層序は、耕土・床土下に中世から近世 。近代の遺物をわずかにぶ く

む黄色泥砂層・褐色 もしくは灰褐色の中世遺物包含層・褐色の古墳時代遺

物包含層・灰色もしくは青灰色の弥生時代の層となり、ところによっては、

礫や砂を含む洪水砂層が存在する。また段丘上では、床土 。中世遺物包含

層・古墳時代遺物包含層 。地山となる。

トレンチを設定した地形は、河岸段丘 と沖積地 とに分かれる。 1ト レン

チは北 3分の 1が、 3ト レンチは東 3分の 2が河岸段丘上に位置し、その

ほかは、沖積地に位置する。

1ト レンチは、南から20mピ ッチで 1～ 10区 に区分して調査をおこなっ

た。 1～ 7区 までが沖積地、 8～10区が河岸段丘にあたる。 1～ 6区まで

は、均―に中世遺物包含層が存在する。これからは、少量の弥生土器・古

墳時代土師器・須恵器のほかに中世の土師器・須恵器が出土した。中世の

遺物では土師器鍋・三足鍋・甕・皿、須恵器鉢・甕・婉・皿がある。しか

しながら磁器類は、数片にとどまる。中世遺物包含層を除去すると中世遺

SK106

¬g80 1ト レンチ遺構配置図
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中世の遺構

古墳時代の

遺構

流路状遣構

SD101

弥生時代の

遺構

7.玉津田中遺跡 (平野地区)

構面となる。 1～ 2区にかけて、溝 2条 (S D101～ 103・ 104)と 6区で溝

1条 (S D 105)と 落ち込み状遺構 (S X106)が検出された。それぞれの遺

構からは、少量の上師器片が出土したにとどまる。 S D101～ 103は、流れ

を三度ほど変えた溝であることが判明した。

中世遺構面を形成する土層は、黄色から灰色の砂泥層であるが、この層

から遺物は出上しなかった。しかしながら1区で検出された中世の溝 (S

D101)と 重なる位置に、古墳時代の流路状遺構 (S D101)が 検出された。

幅約3.6m。 深さ0.9mの流路で、北西から南東方向に流れる。この流路は、

2ト レンチの東端でも検出され、 1ト レンチに連続するものと思われる。

遺構内より弥生土器 。古墳時代土師器甕 。高不・製塩土器・ ミニチュア

土器、須恵器不 。甕、ホゾを割った木材・刀形木製品と思われる木器・木

片・堅果類の皮などが出上した。 1・ 2ト レンチの両方の出土遺物より6

世紀後半頃には埋没した溝 と考えられる。このほかには、古墳時代の遺構

は検出されなかった。

さらにこの下層に青灰色砂泥層がある。 5・ 6区の上ヒ較的高い部分から

は、直径0.8m、 深さ0。 3mの円形の上比が 3基 (S K107～ 109)検出され

た。土坑内から少量の弥生土器片が出上した。この面では、他に遺構は検

出されなかった。この時点で排水路予定掘削深度より深 くなるため、 1～

7区に計 4ヵ 所の試掘坑を設けてさらに下層の状況をつかむために調査を

行った。その結果、 2区の試掘坑から弥生時代前期の遺物が出上した。こ

ng 81 1ト レンチJヒ側 lEIし から) ¬g82 1ト レンチ金景 (南から)
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古墳時代の

住居址

S B301

S B302

れは、現水田下約1.8～2.Omで確認されている。

7区は段丘および段丘裾部にあたる。中世遺物包含層は段丘に向かって、

徐々に薄 くなる。この下層から弥生土器 とともに古墳時代前期頃の土師器

壷・甕・高不などが多量に出上した。段丘上の住居址から廃棄された遺物

ではないかと考えられる。この下層は、 1～ 6区の層序と同様であるが、

遺構 。遺物は検出されなかった。

8区は、 3ト レンチと交差する地点である。この交差地点で、計 6棟の

住居址が検出された。住居址の規模などを確認するために、排水路の予定

幅を部分的に拡張して調査をおこなった。

S B301は、中央穴が存在する。残存する周壁の高さは0.2m前後で周壁

溝は確認できなかった。中央穴より東側は、削平されており北・南につい

ては調査区外で形状規模等については不明である。出土遺物には土師器

甕・高不がある。須恵器は出上していない。時期 としては5世紀中頃と思

われる。

S B 302は 、直径約8.Om(復元径)の円形の竪穴住居址である。幅 lm

程のベッド状の施設をもつ。中央穴をもち、規模は長径1.6m、 短径0.9m、

深さ0.5mである。中央穴から少量の炭 と高郷片などが出上した。住居址

の周囲には、周壁濤がめぐっているものと思われる。東側 と南側は削平さ

れており、検出できた範囲が狭いため類推の域をでないが、周壁清が二重

に巡っていることも考えられる。また、床面から戊化材が検出され、焼失

住居の可能性が考えられる。出土遺物から弥生時代後期頃と考えられる。

a ゴ却　　　ヽ
＼ヽ
ｉ^
ヽヽ
、́へ、ヽ

a                                                                   a'
26,om

9                  4m

fig.83 S B301平 面・ 断面図
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7.玉津田中遺跡 (平野地区)

ヽ
＼
＼
＼
＼
＼

＼

‐
‐
‐

＼

＼

Hg 84 S B302平面 。断面図

ng。 85 S B302炭化材出土状況 (東から) ng.86 S B302完掘状況 (東から)
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S B303は、 1辺5.0如前後 (復元長)の方形の竪穴住居址である。柱間

は2.8m前後で 4本柱になると思われる。残存する周壁の高さは0.25m前

後で幅0。 3m程の周壁溝をめぐらす。中央付近に床面が固 く焼けている部

分がある。出上遺物は土師器があり、須恵器は出上していない。時期 とし

ては5世紀中頃と考えられる。

26.Om
a                   a'

ng.87 S B303平 面・断面図 9          _          4m

fig.88

S B303全景 (西から)

S B303

一
ｎ
ョ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｎ
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S B384

S B305

7.玉津田中遺跡 (平野地区)

S B 304は 東西5.Om、 南北6.Omの 方形の竪穴住居址である。柱間は3.0

m前後で 4本柱であると思われる。残存する周壁の高さは0.2m前後で一

部に周壁溝が存在する。出土遺物には土師器壷・甕 。高不・ 域k須恵器

不・製塩土器等がある。時期 としては5世紀後半頃と思われる。住居址南

西部にはS K01が検出された。長径1.6m、 短径 0。 9m、 深さ0.2mの楕円

形の上坑である。土師器甕 。高不片が出土した。住居址東辺にはS K02が

検出された。長径1.Om、 短径0.7m、 深さ0.15mの楕円形の上坑で、土坑

の底よりやや浮いて、甕が倒れた状態で検出された。ほかに土師器片が少

量出土した。甕内に残された土からは、臼玉 1個が検出された。埋甕土坑

の可能性が考えられる。

S B305は、 S B303に 切 られる竪穴住居址である。周壁溝の存在 と南北

の両断面の観察から住居址とした。

と                      4m n」

芦。m

fi9 89 S B304再芍面。
,断臣百1剰
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lg.90 S B304床面土器出土状況 ●g,91 S B304全景 (北から)

S D302

S B306

S X303

S K101

S D302は、住居址 (S B305)の 周壁溝の西側に検出された溝である。遺

構内の出上遺物から古墳時代のものと考えられるが、住居址 との関係は明

確にはならなかった。

S B306は、 S B 304を 切る竪穴住居址 と考えられる。 S B306を さらに

中世の遺物を含むS X3olが切っている。 S B306の 規模等については不明

である。

S X303は、 S B 302を 切る中世の落ち込み状遺構である。南北2.4m、

東西1.8m、 深さ0.2mの規模である。遺構内より中世の上師器・須恵器が

出上した。

8区北から10区の基本層序は、床土 。中世遺物包含層・古墳時代遺物包

含層 。地山となる。ただし古墳時代遺物包含層は、場所によってはまった

く存在しないところもある。中世遺物包含層について他の場所 と異なるこ

とは、12・ 13世紀頃の遺物 とともに、 9・ 10世紀頃の遺物が多 く混入して

いる点である。磁器類の出土量は僅かであった。

遺構は10区 に集中し9区の遺構は希薄で、中世のピットと土坑 S K103

が検出されたにとどまる。

10区では中世の遺構 としてはピットを 5基検出したが、建物などにまと

まるものはなかった。

S K101は、 1ト レンチの北端に位置する直径 lm、 深さ0.4mの上坑で

ある。出土遺物 としては白磁や須恵器などがある。

10区では古墳時代の遺構 としてはピットを 4基検出したが、建物などに

まとまるものはなかった。

S D 106は 10区のほぼ中央にあり、東西に走る幅1.5m、 深さ0.6mの溝

である。出土遺物 としては須恵器・土師器などがある。時期 としては6世

S D106
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S K103

S K104

S X103

S X105

S X101

S X102

S X104

7.玉津田中遺跡 (平野地区)

紀後半から7世紀にかけての間に廃絶したものと思われる。

S K103は S B304の北に位置する。南北幅0.6m、 深 さ0.lmの上坑で

ある。遺構の形状は調査区外に遺構が延びているために不明である。遺構

内からは少量の上師器が出上している。

S K104は S K101の南に位置する。南北幅0.8m、 深さ0。 2mの上坑であ

る。遺構の形状は調査区外に遺構が延びているために不明である。遺構内

からは少量の上師器が出上している。 S K104の南にゆるやかなへこみが

あり、黒色シル ト層の堆積の見 られる部分 (S X103)がある。 この部分

から大量の上師器が出上している。

S X 105は 1ト レンチの 9区 と10区 の中間に検出された。幅1.2m、 深さ

0.4mほ どの不整形の落ち込み状遺構である。遺構の形状は調査区外に遺

構の大半が延びているために不明である。遺構内からは少量の上師器が出

上している。

S X101は S D 106の 南に位置する南北幅2.Om、 深さ0.lmほ どの遺構で

ある。その形状は調査区外に遺構が延びているために不明である。遺構内

か らは弥生土器が出上 し

ている。

S X102は S K101の 南

に位置す る幅2.Om以上、

深 さ0,7mほ どの遺構 で

ある。その形状 は調査区

外 に遺構が延びているた

めに不明である。遺構内

か らは弥生土器が出土 し

ている。

S X104は S K101の 西

に位置 し、 S K101に 切

られ てい る。幅 2.6m以

上、深 さ0.7mほ どの遺

構である。その形状 は、

調査区外に遺構が延びて

いるために不明である。

遺構内か らは弥生土器が

出上 している。
fig 92 S D 101全 景 (東から)
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S K102

S K105

S K106

2ト レンチ

S D201

S D203

S D204

fig 93

2ト レンチ

第 2遺構面全景

(西から)

S K102は S X 104の 北に隣接して位置する幅1.6m以上、深さ0.7mほ ど

の上坑である。その形状は調査区外に遺構が延びているために不明である。

遺構内からは弥生土器が出土している。

S K105は S K102の南に隣接して位置する幅0。 65m、 深さ0。 2mほ どの

精円形の上坑である。土坑内から弥生時代の完形の甕が横倒しの状態で出

上している。墓もしくは祭祀的な遺構の可能性が考えられるが、確証 とな

るものはない。

S K106は S K102の南に隣接 して位置する幅0.35m、 深さ0.2mほ どの

楕円形の上坑である。遺構内からは弥生土器が出土している。

上記の弥生土器は、すべて後期に属するものである。

2ト レンチは、 1ト レンチ 1区から西に伸びる東西約80mの調査区であ

る。約25mピ ッチで、東より3区に分けた。基本層序は、 1ト レンチとほ

ぼ同様で遺構面は3面検出された。

中世遺物包含層は、西に薄 く東に厚 く堆積 している。 1区では、 SD

201が検出された。前述したが 1ト レンチで検出されたS D 101と連続する

ものであろう。この他に遺構は3区まで検出されなかった。 3区では、幅

0.6m、 深 さ0。 lmの濤 (S D 203)と 二股に分岐する幅0.3～ 0.6m、 深さ

0.lmの溝 (S D 204)が検出された。 ともに浅い溝で微量の上師器片が出

上した。このほかにピット3基が検出されたが、掘立柱建物 としてまとま

るものではなかった。

中世遺構面を削除すると、古墳時代遺構面 となる。古墳時代遺構面に至

るまでの堆積土は薄 く、遺物包含層とは認めがたい。

この遺構面では、住居址 2棟・濤 6条・土坑 2基・落ち込み状遺構 1

基・ ピット3基が検出された。この遺構面は先に触れたが、 3区付近が高

く、 2区 S D202の東肩から下が りはじめ、 1区で 1ト レンチの古墳時代

遺構面につながる。その比高差は、約0.5mで ある。
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7.玉津田中遺跡 (平野地区)

1区では東端で S D 208が検出された。幅0,7m、 深 さ0.2mの溝状遺構

で少量の上師器が出上した。 S D2011ま 、方向からみて 1ト レンチのSD

101の北に伸びる続 きであると考えられる。

S K202は、 S D201の西側に検出された土坑である。 S D 201の埋まっ

た後の堆積 した面に検出された。深さは0.15mと 浅 く、出上遺物はない。

中世以降、古墳時代中期までの時期の遺構である。

S D 207は 、幅0.7m、 深さ0.2mの 流路状遺構である。古墳時代の上師

器奏・高不などが出上した。須恵器を含まないことから、古墳時代前期頃

と考えられる。

S D202は、約幅1.6m、 深 さ0。 2mの流路状遺構である。古墳時代の上

師器甕 。高邪などが出上した。出土遺物からS D 207と 同じ時期 と考えら

ヤ化る。

S D205は、約幅0.8m、 深 さ0.2mの 溝状遺構である。古墳時代の上師

器甕 。高不・小型丸底壷などが出上した。出土遺物から古墳時代前期頃 と

考えられる。

ng.95 2ト レンチ第 2・ 第 3遺構面遺構配置図

S D208

S K202

S D207

S D202

S D205

ng 94 2ト レンチ第 1遺構面遺構配置図
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S B201

S B202

S B201は 、 1辺4.8mの 方形竪穴住居址である。支柱穴は、 4ヵ 所で、

柱間は、210m前後である。残存する周壁の高さは0.2血前後で、東辺から

北辺の一部に周壁溝が存在する。また東辺中央には、炭を少量含む長径

0。 8m、 短径0.5m、 深さ0.lmの 上坑が検出されている。出土遺物には土

師器壺・婉 。高不、砥石・叩石などがある。時期 としては5世紀後半頃と

考えられる。

S B202は 、 S B201で切 られた方形竪穴住居址である。西南部を検出し

たにとどまり、規模は不明である。古墳時代の上師器が、出上 している。

S B201と 大差ない時期の遺構 と考えられる。

S B201と S D205と の間に、ピットが 3基検出された。層序より古墳時

代のピットと考えられるが、その性格は不明である。

S B201の西側では、落ち込み状遺構、三股に分岐する溝状遺構、長径

1.4m、 短径0.6m、 深さ0.05mの長円形の上坑が検出されている。いずれ

も浅 く出土遺物 も微量であった。層序と遺構内堆積土から古墳時代のもの

と考えられる。

第 3面の遺構は、 S B201か らS D202に かけての遺構面の高い部分に存

在する。 S D 202以 東は、第 2面の遺構面の断ち割 りの結果、 1ト レンチ

と同様の層序となる。なお、 S D202以東では、出土遺物はなかった。

。」                9           ?m

a~て
三正三三三三三二正三三三三三三三三三三三三正三三三三二三三三正三三三三 35「

~a'

1996 2ト レンチ S B 201・ 202平面 。断面図
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7.玉津田中遺跡 (平野地区)

S D209

S D 209・ 210は、 S D 202の下

層で検出された遺構である。SD
209は、幅2.lm、 深さ0.5mの溝

状遺構である。遺構内堆積土は、

大きく2層 に分けられる。最上層

の薄 く堆積した上を除去すると、

1層 目の遺物があらわれる。古墳

時代土師器壷・甕 。婉 。高邪・ ミ

ニチュア土器などとともに、双孔

円板が出上した。 l層 目の遺物を

取 り除 くと2層 目の遺物があらわ

れる。 2層 目の遺物も 1層目の遺

物 と大差ない時期 と思われる。ほ

かの器種 として甑が出上した。ま

た1,3mほ どの杭状の木・刀抒 と

考えられる木器・炭化した木など

多 くの木片 と炭が出上した。

S D210

S D 210は、幅2.lm、 深さ0.5

m、 S D 209と 平行 して流れる溝

状遺構である。少量の古墳時代の

上師器が出土した。

♀                      ぞm

ng.97 2ト レンチ S B 201全 景 (西から)

i｀

 ¢

緊

rf 
徴

轄

19 99 S D209上層遺物出土状況
ng.98 S D209遺物出土状況図
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十

fig.100

S D209下層遺物

出土状況 (南から)

住居址の下層には、幅約20mほ どの河道が検出された。出土遺物の量は、

それほど多 くはないが、弥生時代前期の上器が出上した。

以上、検出された10条 の溝は、 2条程を除いてすべて北西方向から南東

方向に流れている。住居址の検出されたあたりを中心 として微高地が存在

しているが、溝の方向から微高地は、北西方向から南東方向に伸び、その

上に集落が営まれ、東辺部に溝が流れていたことが想定される。微高地の

南北の規模は明らかではない。しかし東西の規模は、現地形からの推定で

はあるが200m前後 と考えられる。そして 1ト レンチの 1～ 7区は、湿潤

な地形であったことが窺われる。

3ト レンチ   1ト レンチを挟んでS B301・ 302よ り東側 (1・ 2区)では、中世遺物

S X305   包含層下に、東西の幅約14m、 深さ1.3mの落ち込み状遺構 (S X305)が

検出された。堆積上は大きく3層に分けられ、上層は中世の遺物を含み、

中 。下層は古墳時代の遺物を含む層となる。中・下層に時期差は認められ

なかった。弥生時代後期の上器 と古墳時代の上師器・須恵器が多量に出上

した。下層からは中層より多 くの木器 。木片が出上した。木器は、整形し

た板材に三角形の切込みをいれた用途不明木器・復元すると角壺もしくは

舟形の容器 と考えられる木器・農具と考えられる木器 (鍬)が出土した。

この遺構の時期は、遺物より古墳時代後期である。

S X305は、旧地形から段丘崖にあたるものと考えられる。 1ト レンチ

7区の上器の多 く堆積 した部分や後述するS X306も 同様に段丘崖下に、

段丘上から土器が投棄されたか、流されて堆積したものと考えられる。

1・ 2区では、 S X305以外の遺構は検出されなかった。

1ト レンチを挟んで西側は、約20mピ ッチで、区画割 りを行った。段丘
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S D301

S D303

S D304

S X304

7区

6区

上が 4・ 5区、段丘下が 6・ 7区 となる。

遺構面が、それぞれ 1面ずつ存在する。

住居址群の西側 3区から4区にかけて、

幅約0.6m・ 深さ0。 15mの溝状遺構である。

7.玉津田中遺跡 (平野地区)

4・ 5区は、中世 と古墳時代の

L字形のS D301が検出された。

出上遺物は、少量の中世土師

器片である。

S D 303は、幅 0。 3m・ 深さ0.lmの 溝状遺構である。時期を決めうる出

土遺物がなかった。層序より中世から近世 と考えられる。

ほかに 3区から4区にかけて、ピット7基が検出された。散在しており、

掘立柱建物などにはまとまらなかった。

古墳時代の遺構面では、 4区で二股に分岐する幅0.2～0.4m・ 深さ0.1

mの溝 (S D 304)が検出された。層序 と遺構内堆積土より古墳時代 と考え

られる。

S X304は、 5区で検出された東西の幅約6.4m・ 深さ0.7mの落ち込み

状遺構である。遺構は三段に落ちる。東側の肩と一段目の落ちた面に、ピ

ットがそれぞれ 1基存在する。遺構内堆積土から時期などを決めうる明確

な遺物は出上しなかった、ほかに炭片が出上した。

S D304と S X304の 間では、ほかにピットが 7基検出された。層序と遺

構内堆積土より古墳時代 と考えられる。

6・ 7区では、中世遺物包含層下に落ち

込み状遺構が 2基検出された。

S X 306

S X 306の 東側は段丘崖の地山面 とな

る。東西の幅は段丘上から約15m、 深さ

は中世遺物包含層を削除 した面から約

0.5mで ある。上層は、中世の遺物が出

上し、下層は弥生土器 と古墳時代の上師

器・須恵器が出上した。

S X302

7区では、長径2.Om、 深さ0。 lmの S

X302が検出された。遺構内より弥生時

代後期の上器が出土した。

下層の状況を確認するために、東西 2

カ所で断割調査をおこなつた。下層は 1

トレンチ 1～ 6区 と同様の堆積状況で、

遺構 。遺物は検出されなかった。

躯
一躯

9                 1,m

ng.101 3ト レンチ遺構配置図
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「
lキ 16

冥三三]三ニラ
'13

1～ 7:S B301出土

8～22:S B304出土

lg■02 第 1次調査出土土器
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第 2次調査

4ト レンチ

S D401

7.玉津田中遺跡 (平野地区)

基本層序は、現耕作上、旧耕作上、灰色粘質上、灰色粘土 (包含層)、

黄灰色粘土 (地山)である。

灰色粘土は、調査区全域に存在し、弥生時代後期～中世の遺物を包含す

る。 また、検出された遺構 は、第 1次調査において検出された溝 (SD

101・ 201)に つながるS D401の みである。

3区で検出された浦で、北西から南西に流れていたと考えられる。検出

状況から第 1次調査と同様、二時期に分けられる。上面は平安～鎌倉時代、

下面は古墳時代中期である。

上面で検出された溝は、平安～鎌倉時代の遺物を包含する。幅1.5m、

深さ0。 3mを測る。

上面の溝 とほぼ同一の場所で古墳時代前期の溝を検出した。幅2.Om、

深さ0.7mを測る。

遺物は、小型丸底壷、甕、壷、杭等が出上した。出土状況は第 1次調査

時 と類似しており、溝底直上の灰色粗砂から出上した。小型丸底壷は、内

面に穀類 を煮焚きにした痕跡が残っている。

ng■ 03 4～ 7ト レンチ遺構配置図
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fig 104

S D401

遺物出土状況 (西から)

墨書土器

5ト レンテ

Gト レンチ

7ト レンチ

抗状の木製品が 5本出上した。いずれも火熱を受けた痕跡がある。

残存長(m)最大径(m)調整  表皮 炭化状況 その他

W1  63.0   4.8  片側尖 なし  上部  片側焼失

W3  50.5   2.5  なし  1/2  全面  両端欠損

W3  18.0   3.8  片側尖 なし  なし  片側欠損

W4  55.0   4.0  なし  なし  一方  両端欠損

W5  142.5   8.5  片側尖 1/2  全面  片側欠損

5区において、平安時代前半の墨書土器片が 2点検出された。須恵器不

蓋に「李」と印されているものと、判読不可能な須恵器不身である。

基本層序は、 4ト レンチと同一である。遺構は検出されなかった。

基本層序は、現耕作上、旧耕作土、灰色粘質土、暗灰色粘土 (遺物包含

層)、 黄褐色粘質上、黄色砂礫 (地山)である。調査区は、東側から西側

にかけて緩やかに傾斜しており、東側半分は耕作土直下で地山が検出され

た。暗灰色粘土層は調査区西狽1部分で検出された遺物包含層である。完形

品に近い甕 2点以外は細片の上器が多 く、遺構は検出できなかった。

福中城址の北西方向に隣接する地点である。基本層序は、現耕作上、旧

耕作上、灰色粘質上、暗灰色粘土 (遺物包含層)、 責褐色粘質上、黄色粘

土 (地山)である。現地表は東から西に傾斜しているが、現水田土を除去

すると、 2区のレベルが低 く、 3区で急に高 くなり、西側に向かって緩や

かに傾斜している。

1区では、奈良～平安時代の遺物包含層を検出した。工事影響レベル下

に約20～ 40cmの 厚さで堆積している。立地条件などから復元すると、東側

の谷又は東から伸びる尾根上に当時期の遺構が存在する可能性が高い。

遺構は、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての竪穴住居址 1棟を検
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7.玉津田中遺跡 (平野地区)

出した。

遺物包含層からは、弥生時代後期から中世の遺物が混在して出上した。

馬形土製品  住居址を覆う洪水層 と考えられる礫層の上面より、馬型土製品が出土し

た。頭部から勁部にかけての破片で、竹管による刺突で日と手綱を表現し、

たてがみはつまみあげている。】同部は中空である。

礫層を除去すると、南西方向に傾斜する黄色粘土層が検出された。当層

より下は遺物を包含しない。この面で竪穴住居址、土坑 1基が検出された。

10cm

S B781

ng■05 7ト レンチ出土馬形土製品

3区で検出された弥生時代後期の円形竪穴住居址である。東南部分は現

水田造成時に削られて失われているが、調査区内で最もレベルの高い場所

に立地 している。復元径約7.2mと 推定される。焼土、炭化材が多 く遺存

している。焼土は北狽1に特に多 く、炭化材はほぼ全面から検出され、放射

状に残存している。

周壁溝は、北側を除 く床面残存部で検出され、北側から南側に排水して

いたと考えられる。

主柱穴 は、ほぼ等間隔で、 4基検出された。掘形径約40cm、 柱痕径約

15cmを 測 り、復元すると6本柱の建物 となる。柱穴 1(SP01)で は、柱

材の痕跡がわずかに認められた。これらの主柱穴以外に、掘形径約20cm以

下の柱穴が数基検出されたが、規則性は認められない。床面北側で検出さ

れた焼土は、炭化材上より検出されており、屋根上に置かれていたか、住

居が火災中または直後に置かれた上が熱を受けたものである。

中央土坑は、長径95cm、 短径90側、深さ30cmを 測る。埋土上層で土器片

と炭化材が出土した。

遺物は、すべて炭化材の検出レベルより低い位置で検出されており、完

形に復元できる土器は、すべて床面直上で出上した。
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炭化材出土状況

床面完掘状況

ng■06 S B701平面図

f咆 109 S B701上 面上器出土状況 (南から)

長辺90cm、 短辺60cmの 隅円方形の土坑である。埋土 は礫の単純層で、遺

物 は出土 しなかた。

市g■07 S B701炭化材出土状況 (南東から)

③
◎
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Ｑ
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０

。

ノ
@⑫

lg■ 08 S B701床面完掘状況 (南東から)

S K781
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7,玉津田中遺跡 (平野地区)

fig.110

7ト レンチ全景 (東から)

Hg■ ■ 第 2次調査出土土器 1～ 5:S D401 6。 7:6ト レンチ 8・ 9:S B701
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3.ま と め

第 1次調査

第 2次調査

fig l12

調査地逮景

まず 1点 目として、弥生時代から中世にかけての各時期の遺構 。遺物が

検出されたことがあげられる。

2点目として、段丘上 と沖積地 という立地の条件の異なる地点で、古墳

時代のほぼ同時期の集落が存在したことである。

3点目として、沖積地における微高地の存在が、限定された条件ながら

明らかになった点である。

4点目として、弥生時代前期の遺物が出上したことにより、この時期の

遺構が付近に存在することが予想される。また同時期の遺跡が、印路遺

跡・西戸田遺跡・常本遺跡・鍋谷池遺跡 と連なることから、明石川中流域

で稲作文化が面的に広がっていたことが指摘できる。

以上調査の成果をあげたが、今後の課題 として、条里遺構の復元があげ

られる。今回の調査でも畦畔確認のための精査をおこなったが、時期の限

定できる良好な畦畔が発見されなかった。また字名 と福中城址 との関連の

追求なども課題 としてのこる。

さらに2ト レンチの溝内から出上した祭祀的な遺物 と製塩土器の関連も

今後の検討課題 となろう。

S D 401出 上の遺物は、今回及び前回の調査での検出状況から、祭祀に

使用された可能性が高い。植物遺体が内面に付着していた小型丸底壷や、

焦げた木材等、当時の祭祀の内容を復元できる可能性がある。

S B701は、段丘上の微高地に立地しており、当地域の弥生時代後期の

居住区が、低位段丘から高位段丘まで広がっていることを示している。

7ト レンチで福中城址関連の遺物遺構を検出することはできなかった。

岡久雄氏の復元図では、当 トレンチの位置には、堀割等の城址関連の施設

は記されていない。しかし、 2区で検出された東狽1に落ちる落ち込みは、

人為的な施設ではなくとも、自然地形を利用した堀割的な施設である可能

性は指摘することができる。
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8。 印路遺跡

8.印路遺跡

1.は じめに   印路遺跡は明石川の西岸に位置しており、昭和63年度の発掘調査では古

墳時代前期の集落の一部などが確認され、以前は遺物散布地程度の認識し

かなかった当遺跡の実態が次第に明らかになってきた。

今回の調査は平成元年度の印路地区土地改良事業に伴うもので、本調査

に先立ち平成元年 4月 に試掘調査が行われ、弥生時代前期～中世の遺構・

遺物が確認された。そして、今回の調査では旧石器時代～近世に至るまで

の遺構 。遺物が確認され、長い時期にまたがる複合遺跡であることが明ら

かになった。

2.調査の概要  試掘調査により埋蔵文化財の存在を確認した箇所のうち、排水路・パイ

プラインなどの設置により埋蔵文化財が破壊される箇所について調査を行

った。

調査地区は便宜上、 Iト レンチ～Xト レンチの10ヵ 所の トレンチを設定

し、順次調査を進めていった。

こ韻 碕ミ

厖

ng■ 13 調査地位置図 S=1:5000
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Iト レンテ

第 1遺構面

第 2遺構面

Iト レンチでは、 4面の遺構面が確認された。

層序はトレンチの東半部 と西半部 とで若干異なり、東半部では上層より

耕上、床土、淡黄灰色粘質上、灰色砂質上、暗灰色粘質上、茶灰色砂質土、

灰茶色砂質上、黄灰色細砂、黒茶色粘質土、青灰色シル トの順で、灰色砂

質土は中世の遺物、暗灰色粘質土は古墳時代前 。中期の遺物、黒茶色粘質

土は縄文時代後期～弥生時代中期の遺物をそれぞれ包含する層である。

西半部の層序は灰色砂質土 と茶灰色砂質土との間に暗灰色粘質上ではな

く、黄灰色粘砂上が存在し、また、灰茶色砂質上の下層の黄灰色細砂が存

在しない他は東半部 とほぼ同じである。

中世包含層である灰色砂質土を除去した時点で検出された遺構面で、時

期・性格が不明の上坑状遺構 (S K01)が確認された程度である。

暗灰色粘質上、黄灰色粘砂土を除去した時点で検出された遺構面で、溝

状遺構 5条、上坑状遺構 (SK■ )の他に、数基のピットなどが確認され

た。

第 3遺構面 (水口址)

勉

9-一 m

ng■ 14 1ト レンチ平面図

-98-



溝状遺構

8。 印路遺跡

いずれもその出土遺物から古墳時代前～中期頃の遺構 と考えられる。

それぞれの溝のおおよその規模は下記の通 りである。

(幅 ×深さclla)。S Dll

o S D12

・ S D13

・ S D14

・ S D15

30× 15

25× 15

80× 40

330× 50

50× 30

fig,115

1ト レンチ

第 2遺構面全景 (西から)

1.暗灰茶色粘質±    7.灰 茶色砂質±   13。 濃灰茶色ンル ト
2.暗灰色シル ト     8.茶 色粘砂±   1■ 濃灰茶色細砂混 リシル ト

3.灰色シル ト     9.濃 灰色粘質±  15,灰茶色中砂
4.淡灰色砂質■     10.暗 賞灰色シル ト 16.決茶色粘質土

5.淡灰茶色砂質±    11.濃 灰色シル ト  17.淡灰色ンル ト
6.暗灰色細礫混 リンル ト 12.濃灰茶色絡砂上

■g■ 16 S D14上層断面図

第3遺構面  水田址 と考えられる遺構面で、第 2遺構面のベースとなっている茶灰色

砂質上が水田土壌 と考えられる。小畦畔による一区画がかなり小規模で、

詳細な時期は不明であるが、弥生時代後期～古墳時代前期頃の遺構 と考え

られる。

第4遺構面  黒茶色粘質土を除去した時点で検出された遺構面で、土坑状遺構 2基

(S K22・ 23)、 不定形落ち込み状遺構 3基 (S X21他)が確認された。
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S K22

S K23

S X21

また、S K22・ 23、 S X21よ り縄文時代後期のものと考えられる遺物が確

認された。

深さ約40cmの 不整形土坑状遺構で、縄文時代後期の上器片とサヌカイ ト

の剣片が確認された。

深さ約15cmの不整形土坑状遺構で、 S K22と 同様に縄文時代後期の上器

片とサヌカイトの剣片が確認された。

深さ約10cmの不定形遺構で、土坑状遺構 と同様に縄文時代後期の上器片

丞 8

f咆 ■17 1ト レンチS D14出土土器

とサヌカイ トの劉片が確認された。
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8.印路遺跡
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lg l18 1ト レンチ出土土器  1・ 6
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7:S D14 5:S D13

珍 1

19■19 1ト レンチ出土石器  1:黒茶色粘質± 2:灰色粘質土
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Ⅱトレンチ   Iト レンチの西端部に直交するトレンチで、 Iト レンチの第 2遺構面に

相当する面が存在せず、 3面の遺構面のみ確認した。

層序は北端部では Iト レンチの西半部 と同様であるが、それ以南では少

し異なり、また、 トレンチの北半部 と南半部でも若干異なる。北半部は上

層より耕上、床上、淡責灰色粘砂上、責灰色砂質上、茶灰色粘砂上、茶灰

色砂質土、黒茶色粘質上、淡茶色シル トの順で、南半部では茶灰色砂質土

と淡茶色シル トとの間に黒茶色粘質上ではなく、黄灰色細砂が存在する。

黄灰色砂質土が中世包含層に相当する層で、他は Iト レンチと同様である。
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第 1遺構面

第 2遺構面

第 3遺構面

S K21

黄灰色砂質土を除去した時点で検出された遺構面で、 Iト レンチの第 1

遺構面 と同一の面である。

検出された遺構は小規模な溝状遺構 (S D01～ 03)、 不定形落ち込み状遺

構 (S X01・ 02)な どで、 S D01よ り上師器の細片が出上した程度である。

Iト レンチの第 3遺構面に相当する面で、 Iト レンチと同様に茶灰色粘

砂土を除去した時点で検出された遺構面である。

Iト レンチと同様、水田址 と考えられる遺構面で、茶灰色砂質土が水田

土壌であると考えられる。

Iト レンチの第 4遺構面に相当する面で、黒茶色粘質土 。黄灰色細砂を

除去した時点で検出された遺構面である。

土坑 1基 (S K21)、 溝状遺構 3条 (S D21・ 22・ 24)な どが検出され、

縄文時代後期に属すると考えられる遺物が確認された。

長径約 150cm、 短径約90cm、 深さ約40cmの上坑で、縄文時代後期の粗製

深鉢土器片が確認された。

『ｍ。

Ｔ

ヽ

Ａ

式

●g,120 1ト レンチ第 3遺構面 (北から)

第 1遺構面 第 3遺構面
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